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１ 佐藤昌弘と子どものための２つの作品 

佐藤昌弘（作曲家） 

 

今井由喜（渋⾕区⽴上原中学校） 
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 坪能由紀子氏の発案により、私は、2018 年

に《響きの波紋》(“Ripple of Sonorities”)、

2019 年に《静かの海へ》(“Toward the Sea 

of Tranquility”)という曲名の、音楽づくり

のための作品を作曲した（注１）。二作とも似通

った音楽語法を有していることから、一種の

姉妹作品となっている。 

 それまで私は、音楽づくりに参加したこと

はあっても、「音楽づくりのための創作」をし

たことはなかった。また《響きの波紋》の方

は、あらかじめ小学校・中学年の児童を対象

として書かれたため、はからずも私にとって

「子どものための音楽」第 1作ともなったの

であった。よってこの稿では、作曲家にとっ

て通常の創作、すなわち「曲づくり」と、音

楽づくりのための創作は、どういう点が共通

で、どういう点が異なるか、また、私の作品

を児童、生徒が取り組むにあたり、学校の先

生方、およびサポーターの音大生がどのよう

に子どもたちを導いたかについて述べてい

きたいと思う。 

  

 音楽づくりのための創作にあたって、音楽

づくりで扱う「音」とは、歌や楽器の音だけ

に限らない、ということを基本におくことが

前提となる。沈黙も含め、この世にある広汎

な音すべてが音楽づくりのパレットになり

得、いかなる音であろうとも、音楽づくりの

参加者が持ち込む音は妨げない、といったス

タンスが作曲者の根底にあらねばならない。 

 創作にあたっては、曲づくりも音楽づくり

も、まずは中心となる「素材」と「楽器編成」

を定めるところから始まる。《響きの波紋》は、

はじめに坪能氏から「ドビュッシーに関連し

たものを」という注文を受けていたことから、

ドビュッシーの音楽語法より素材を決めて、

そこから教育楽器のトーン・チャイムをメイ

ンとした楽器編成を考えた。一方、《静かの海

へ》は、坪能氏から「筝をメインとしたもの

を」という注文を受けていたので、筝で自分

なりに何かできるかということを長いこと

考えあぐねた挙句（もともと邦楽器の作曲は

あまり得意でない）、ようやく素材にたどり

着いたという次第であった。 

 そもそも素材は、何らかの明確な音楽構造

を持っている必要がある。そしてその素材か

 ⾳楽づくりのための創作を通じて 
                         

                                                                佐藤昌弘（作曲家） 
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ら自由に発想を広げていくことで、曲づくり

も音楽づくりのための創作も成立する。ただ

し、音楽づくりのための創作の素材は、でき

るだけシンプルでわかりやすいものが好ま

しい。なぜならば音楽づくりは、誰もが参加

でき、取り組めることを前提としているので、

あまり込み入った素材は不向きである。《響

きの波紋》も《静かの海へ》も、「特定の音階

（旋法）と持続体」といった、シンプルで分

かりやすい素材に基づいており、前者は全音

音階とドローン、後者は移調の限られた旋法

第 2番とオスティナートによっている。 

 全音音階は、1 オクターヴを全音で均等に

6 分割した音階で、ドビュッシーが愛用した

音階としてお馴染である。移調の限られた旋

法は、半音・全音の音程が 4 回繰り返して成

立するもので、20世紀フランスの作曲家、オ

リヴィエ・メシアンが愛用した旋法である。

どちらも Cを主音としたものを譜例として掲

げておく（譜 1）。 

 

【譜 1】 

 

ドローン（drone）とは一定の音高で持続され

る低音であり、《響きの波紋》では曲中の大半

にドローンとして低い C音が鳴り続ける。ま

たオスティナート（ostinato）とは、簡単に

いえばパターンの反復なのであるが、《静か

の海へ》で用いたオスティナートは、既成の

作品の引用である。それは、日本の生んだピ

アノ協奏曲の名作、矢代秋雄が 1967 年に作

曲したピアノ協奏曲の第2楽章で終始奏でら

れるオスティナートであり、以下にその楽譜

を掲げる（譜 2）

 

【譜 2】 

 

 

 

  

曲づくりの場合、作曲家は素材に基づいて

自ら編み出した音をひたすら綴っていけば

よいのであるが、音楽づくりための創作の場

合はそうはいかない。いうまでもなく音楽づ
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くりは、参加者の即興演奏を主体とするもの

であるから、「参加者の音楽表現を促す仕掛

けを創る」というフレームワークこそが作曲

者の仕事となるわけである。 

 《響きの波紋》に例をとると、この曲は演

奏の手順を文章で記したインストラクショ

ンと、断片的なフレーズやハーモニーが書か

れた楽譜に従って、音楽づくりの参加者が即

興演奏を行うものであるため、おりおりの演

奏によって新たなヴァージョンがつくられ

ていくわけである。この曲の使用楽器でメイ

ンとなるトーン・チャイムは、全音音階を構

成する C、D、E、F♯(G♭)、G♯(A♭)、B♭(A

♯)の楽器のみを用いる(ただし各音のオク

ターヴの選択は自由)。これにヴァイオリン、

箏などのメロディー担当楽器と、ピアノ、ヴ

ィブラフォンなどハーモニーとドローンを

担当する楽器が加わる。これらの楽器が奏で

るメロディー、ハーモニーは、基本となるフ

レーズと和音が楽譜に書かれてはいるが、そ

れらをどのように繰り返したり、つなげたり、

重ねたり、省いたりするかは、奏者の自由で

ある（譜 3）。

【譜 3】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の譜のように、奏でられるメロディー

とハーモニーは、すべて C音から始まる全音

音階で出来ており、ドローンは低い C音のバ

ッソ・オスティナートによっている。さらに

背景として、さまざまな打楽器を用いて響き

に彩りを添えることも可能である。 
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中でも、とりわけノル力や合わせる力を有し

た、表現意欲の高い生徒たちということで、

連合音楽会への参加も自ら志願してきたと

のこと。本番は惜しくも生演奏では聴けなか

ったが、後日今井氏から送ってもらった録音

を耳にし、それは実に積極性に富んだ素晴ら

しい演奏であった。これはひとえに、今井氏

が音楽科の授業で日頃より創作に積極的に

取り組んだ成果であり、先述のセンスの光る

男子生徒などは今井氏の指導の賜物であろ

う。吹奏楽ばかりで一部が合唱というこの連

合音楽会のプログラムに、今井氏率いる上原

中学校だけは器楽創作で参加し、筝を使って

《さくら》と「晒しの音型にのせた平調子を

生かした音楽（即興的創作）」と、拙作《静か

の海》の演奏を披露したのであった。おそら

く他校へのよい提案の機会になったのでは

ないかと察する。 

  

 学校教育の音楽科の現場において、小学校

では「音楽づくり」、中学校では「創作」につ

いて積極的に取り組む教諭は、まだまだ少数

派ということを日頃より聞く。それでも「音

楽づくり」の方は、坪能氏をはじめとしたエ

キスパートの方々の研究活動が実を結んで

いる感があるが、やはり難しいのは中学校音

楽科の創作である。いちいち具体的に言及す

ることはあえて避けるが、現行の中学校音楽

科の教科書に載っている創作の事例はあま

りに不毛である。そこで私たち作曲を生業と

する人間が、この稿でのケースのように、今

後アドバイザーとして何らかの形で役に立

てる機会があれば喜ばしい限りである。 

 

（注 1）この２曲の楽譜全曲を次ページから

示した。これをもとにした授業が広がること

を希望したいが，その場合は「新しい音楽教

育を考える会」を通じて，ぜひその旨を作曲

者にお知らせして頂くことをお願いしたい。 

 

新しい音楽教育を考える会 HP：icme.jp 
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2018/02/22
トーンチャイムを用いた音楽づくり

全音音階を素材とした「響きの波紋 “Ripple ofthe SOnO五ties"」
インス トラクション

作曲/佐藤昌弘
●使用楽器
・C, D, E, F♯ (G♭ ), G♯ (A♭ ), B♭ (A♯ )の トーンチャイム
※オクターブの高さはできるだけ幅があるのがのぞましい
。ピアノ ヴィブラフォン などのハーモニー担当楽器
・ヴァイオリン フルー ト 筆  などのメロディー担当楽器
(|)STEP l
10名 以上の トーンチャイム奏者が各自、上記ピッチより任意の楽器を1つから2つ持ち、
大きな円をつくる。
トーンチャイム奏者は 1奏者から隣の 1奏者へ、そしてその 1奏者がさらに隣の 1奏者
へと、できるかぎり柔らかく澄んだ音を打ち響かして、呼びかけと応えの要領で 1音ず
つを、余韻を大切にしながら、各自のタイミングでゆっくりと受け継ぎ回していく。

a)STEP 2
トーンチャイムの響きの波紋が続く中、頃合いを見て「ドローン」を静かに導入。
ドローンを奏でる楽器は、ピアノの低音の他、穏やかな響きであれば任意のものを加えて
よい。 ドローンとトーンチャイムはリズムを合わせる必要はない。

C)STEP 3
トーンチャイムの響きの波紋とドローンの持続が鳴り続く中、頃合いを見て「和音のオス
ティナー ト」を静かに導入。和音のオスティナー トを奏でる楽器は、ピアノやヴィブラフ
ォン。 ドローンとはリズムを合わせる必要がある。
この段階からトーンチャイムの音の受け継ぎは、少しスピー ドを加え、音量も増していく。

a)STEP 4
トーンチャイムの響きの波紋、ドローンの持続、和音のオスティナー トの反復が続く中、
「メロディーの断片」を静かに導入。3つある断片は、どこから弾いても、それぞれをど
う組み合わせても、1つだけ繰り返しても、自由な即興を入れてもよい。担当楽器はヴァ
イオリン、フルー ト、筆など。

a)STEP 5
以上の響きの重なりから、頃合いを見て、まず和音のオスティナー トが、次にメロディー
の断片が演奏を止め、重なりから抜けていく。その後、トーンチャイムの音の受け継ぎを、
次第に最初 のときようなゆるやかなものにしていき、頃合いを見てドローンも演奏から
抜ける。

C)STEP 6
トーンチャイムの響きの受け応えは、さらにゆっくりとなって、最後はテュッティで和音
を強奏し、余韻が完全に消えるまで奏者は制止する。



 11 

 
 
 

<ドフー/>
1

:|=″～鷺

<丼〔フそのガズラみサ 1ヽ~「 /

%を1″び 〆 ｀

、″/

マ ― の

/フヽ
(`ノ

)柔計一

/、 ヽ
≦ヽソ

_=隼
誹轟■■――

○

ECHO丁 B-12C ③

′′、′     、

======酵歿露左圭==============================================================



 12 

 

1 
 

佐⸨ᫀ弘作᭤《㟼かのᾏへ》(2019) 

 

●楽器⦅成 
 五㠃以上の⟥、ピアノ、ヴァイオリンやオーボエなどの旋律楽器、ヴィブラフォンやマリ 
 ンバなどの㘽┙打楽器を主とし㸦その他楽器を加えることは妨げない㸧、指揮⪅はせ。 
 
●STEP㸯 
 ▮代オスティナートを、⟥⊂奏が弱㡢で㛤始。以㝆、⧞り㏉しながら⟥のパートを増やし 
 ていく。 
 
●STEP㸰 
 ▮代オスティナートが⥆く中、⟥がメシアンモードをグリッサンドして、㡪き波❧てる。 
  
●STEP㸱 
 ⟥のグリッサンドが⤊わって、▮代オスティナートが引き⥆き⧞り㏉される中、ピアノが 
 メシアンモードによるハーモニーオスティナートを㟼かに弾き始め、旋律楽器によるメシ 
 アンモードのメロディーがそれに⥆いて▮代オスティナートとともに㐍み、少しずつ㡢㔞 
 を増していく。 

 
●STEP㸲 
 ▮代オスティナートが一旦止み、さまざまな楽器が、メシアンモードの㡢とそれ以外のさ 
 まざまな使って⮬⏤に即⯆しながら、㡪きのカオスを作りながら㧗揚していく。 
 
●STEP㸳 
 㡪きのカオスが㡬点を㏄えたところで、ポリコードによるピアノの打撃㡢が撃ち㎸まれて 
 㡪きのカオスが断ち切られる。 
 
●STEP㸴 
 打撃㡢の余㡩の中に、▮代オスティナートが反復を㟼かに再㛤。それに⥆き、ハーモニー  
 オスティナート、さらにメロディー奏、そして⟥のグリッサンドが✜やかに㐃なって再⌧  
 㒊を作っていく。 
 
●STEP㸵 
 ハーモニーオスティナート、メロディー奏、⟥のグリッサンドが㡭合いをみてフェイドア  
  ウトしていき、▮代オスティナートもディミニュエンドしながら⧞り㏉されて、最後は⊂ 
 奏で⥾めくくり、㟼寂の中に⤊わる。 
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௧ඖᖺ 10 ᭶、ᮏᰯ㸱ᖺ⏕ᚐ᭷ᚿは、㇂༊

❧୰Ꮫᰯ㐃ྜ㡢ᴦでబ⸨ᫀᘯస᭤『㟼かのᾏへ』

を₇ዌした。【㡢ኌ㈨ᩱ㸯】 

ᮏ␒ᚋ、のᏛᰯのඛ⏕᪉から「よかった࣭す

ごい」「⚄⛎ⓗ࣭ᗁⓗ」「ᮏᙜに㸦༶⯆㒊ศ㸧

⏕ᚐがつくったの㸽」「うちもやりたい」「ᬑẁ

の㡢ᴦのᵝᏊがᇉ㛫ぢれる₇┠っていいね」など

とኌをかけていただいた。 

また、ཧほしたᮏᰯಖㆤ⪅たちは「すごくよか

った」「⣲ᬕらしい㡢ᴦయ㦂をさせてもらえた」

「これからもどんどんやらせたいし、やらせてほ

しい」とゝい、ฟ₇⏕ᚐたちは、「㐩ᡂឤ࣭‶㊊

ឤがすごい」「ᴦしかった」「いやぁ、よかった

よね」と⯆ዧẼだった。୰には、この₇ዌᚋ

しばらくの㛫、ᮏ␒ࣟスになってしまった⏕ᚐも

ᩘྡいた。 

  

ᮏ✏では、いかにして⏕ᚐがబ⸨ᫀᘯస᭤『㟼

かのᾏへ』を₇ዌできるに⮳ったのかを⤂する。

これによって、ྠ ᵝのྲྀ⤌みをするᏛᰯがቑえる

きっかけになればとᛮっている。 

 

㸯  作ရに取⤌む 

㸦㸯㸧⦅ᡂ 〜 ⏕ᚐのᐇែにྜわせる 〜 

ᴦ㆕には、「㠃௨ୖの⟥、ピアノ、ࣦァイオ

リࣥやオ࣮ボエなどの᪕ᚊᴦჾ、ࣦ ィࣦラフォ  ࣥ

 

 

やマリࣥバなどの㘽┙ᡴᴦჾをとし㸦その

ᴦჾをຍえることはጉげない㸧、ᣦ⪅はせ」と

᭩かれている。 

ᮏᰯで₇ዌするにあたり、బ⸨ᫀᘯẶと┦ㄯの

ୖ、ᐇ⌧ྍ⬟な⦅ᡂにさせていただいた。また、

㐃ྜ㡢ᴦ₇ዌཧຍ⪅は㸱ᖺ⏕᭷ᚿ㸷ྡだった

ので、ேᩘの㊊をᩍဨ㸰ྡが⿵った。 

ᮏᰯの⦅ᡂ㸸 

 ○⟥  㸲 

 ○⟶ᴦჾ㸱㸸フル࣮ト㸯、アルトサックス㸯、

ユ࣮フォニアム㸯 

 ○シࣟボックスホࣥ㸦ソプラノ㸧& オカリナ㸸

ྜわせて㸯 

 ○ミニ㕲⍆㸯 

○ピアノ㸯㸦ᩍဨ㸧 

 ○ᣦ 㸯㸦ᩍဨ㸧 

ࣦァイオリࣥやオ࣮ボエなどの᪕ᚊᴦჾにあ

たるものが、㸱✀の⟶ᴦჾであるが、これらはᤵ

ᴗのᘏ㛗というわけにはいかないので྿ዌᴦ㒊

の⏕ᚐがᢸᙜした。 

シࣟボックスホࣥおよびミニ㕲⍆は、ࣦ ィࣦラ

フォࣥやマリࣥバの௦᭰ではない。⦎⩦をする୰

で、⏕ᚐたちが「ධれたらྜうのではないか」と

㐟びጞめたところに➃をⓎする。オカリナもྠᵝ

である。ことの⤒⦋をబ⸨ᫀᘯẶにヰしたところ、

チྍをもらったので᥇⏝に⮳った。 

 

 

బ⸨ᫀᘯస᭤『㟼かのᾏへ』の₇ዌを㏻して 

 

                                                                ⏤႐ 

㇂༊❧ୖཎ୰Ꮫᰯ㡢ᴦ⛉ 

    

 

 

   

                               

https://www.icme.jp/jd/04/uehara2.mp3
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㸦㸰㸧⦎⩦〜 బ⸨ᫀᘯẶのごᣦᑟをཷける๓ᥦ

をつくる 〜  

బ⸨ᫀᘯẶのᣦᑟをཷけることになっていた

ので、その๓にやっておくべきことを⢭ᰝして⦎

⩦させた。ලయⓗにはୗのとおりである。 

㸦ア㸧 సရを㈏くム࣮ドにᾐる㸯㸸 ▮௦オ

スティナ࣮トにᾐる 

2 ศの㸰ᢿᏊ→㸰ศの㸱ᢿᏊのឤぬをつか

ませるために、⧞り㏉しྜわせて₇ዌできるよ

うにしておく。また、௰㛫が₇ዌしているのを

よく⫈かせたり、それにྜわせてᣦをさせる

㸦2/2ᢿᏊ↓↑↓↑2/3ᢿᏊ△㸧などした。 

 㸦イ㸧 సရを㈏くム࣮ドにᾐる㸰㸸 メシ

アࣥモ࣮ドにᾐる 

⟥の⏕ᚐには、メシアࣥモ࣮ドにㄪᘻした

⟥を、ୖ ⾜ୗ⾜㡰ḟ㐍⾜で⧞り㏉し₇ዌさせた。

័れてきたところで、⮬⏤に㐟ばせる。ᇶᮏⓗ

にはᨺったらかしだが、いいフ࣮ࣞズが⪺こえ

たら「のそれっぽいね。」⛬ᗘにኌをかけた。 

㸦ウ㸧 “㸱つのメࣟディ࣮᩿∦”を⩦ᚓする 

⟶ᴦჾの⏕ᚐには、まず、ᴦ㆕に᫂グされ

ている「㸱つのメࣟディ࣮᩿∦①②③」をᾷみ

なく₇ዌできるようにさせた。័ れてきたとこ

ろで、 

 ◯▮௦オスティナ࣮トにのせて₇ዌする 

 ◯㸱つのメࣟディ࣮᩿∦①②③を௵ពの㡰␒

でつなげて₇ዌする࣭㔜ねて₇ዌする 

ことを⾜なった。 

㸦エ㸧 える⟥のᢏἲをቑやす 

⟥のᢏἲについては、᪤⩦のჾᴦ࣭㚷㈹で

は、「コࣟリ࣭ࣥスクイ∎࣭ゆりⰍ࣭ ྜわ

せ∎࣭ᢲしᡭ࣭グリッサࣥド࣭ピッツィカ࣮

ト」をᏛ⩦していた。 『㟼かのᾏへ』の୰

㛫㒊にある༶⯆㒊ศのᖜをᗈげるために、᪂

しいዌἲとして、「ᡴ㡢࣭ すり∎࣭ ちらし∎」

を⦎⩦させた。 

  㸦オ㸧༶⯆ⓗに₇ዌするሙ㠃で⮑せず₇ዌで

きるような⣲ᆅをつくる 

やり㐣ぎの⾲⌧はᩚえればよいが、⾲⌧が

ฟてこないのはᅔる。「࣭࣭࣭⮬⏤に༶⯆し

ながら、㡪のカオスをసりながら㧗ᥭしてい

く」㒊ศの⦎⩦をするときには、やりすぎる

ほど⾲⌧させておいた。 

  

㸦㸱㸧 బ⸨ᫀᘯẶによるごᣦᑟ〜᪂たなୡ⏺〜 

⏕ᚐには、༶⯆సⓗせ⣲をྵむస᭤ᐙのసရ

を₇ዌした⤒㦂がなかったし、⚾にもそのような

సရのᣦᑟ⤒㦂がなかった。 

స᭤ᐙのసရであるから、స᭤ᐙのイメ࣮ジを

ษにしたい。どうしたらస᭤ᐙのイメ࣮ジに㏆

づけるのか。そのᡭがかりがᴦ㆕であるが、『㟼

かのᾏへ』はすべてがᴦ㆕に᭩き⾲されているわ

けではなく、༙はὶれや᮲௳がᩥ❶でグされて

いる。よって、ᩥ ❶をどのようにゎ㔘するかが㘽

となる。「㡪きἼ❧てる」とはどのくらいのἼな

のか、「࣭࣭ ࣭ᙎきጞめ࣭࣭ ࣭それに⥆いて࣭࣭ ࣭

ともに㐍み」とは、どのくらいの㛫を⤒て⛣り

ኚわればよいのか、「㡪きのカオス」とはどのよ

うなもので「㡭ྜいをぢて」とはどのくらいなの

か࣭࣭࣭。 

బ⸨ᫀᘯẶ┤᥋のごᣦᑟにより、స᭤ᐙのイメ

࣮ジを▱り、それにᇶづいてྛሙ㠃のᑻや㔜なり

のバラࣥスをྲྀり、₇ዌをまとめることができた。 

 

⏕ᚐの㡢ᴦがきくኚわるきっかけとなった

బ⸨ᫀᘯẶのゝⴥがつある。それは、○「もっ

と࿘りの㡢を⫈いた᪉がいい」 

○「㡢が㬆っているだけではなく、㛫もษに

するといい」 
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㸨㐃ྜ㡢ᴦでは、『㟼かのᾏへ』の๓に『し

の㡢ᆺにのせたᖹㄪᏊの㡢ᴦ㸦₇ዌ⏕ᚐసရ㸧』

を₇ዌした。【㡢ኌ㈨ᩱ㸰】 

 ᭤の⤊わりには『㟼かのᾏへ』のືᶵが⌧れる

がそれは⏕ᚐのアイディアである。 

 

 

㸱 సရとのฟྜいから₇ዌỴᐃまで 

 ここでは、そもそも、どうして『㟼かのᾏへ』

を₇ዌすることになったのかについて⤂する。 

 

⚾がబ⸨ᫀᘯẶの『㟼かのᾏへ』とฟྜったの

は、2019ᖺኟの「᪂しい㡢ᴦᩍ⫱を⪃える」の

࣮࣡クショップで、బ⸨ᫀᘯẶと㡢ᴦᏛ⏕ᚐさ

んたちが₇ዌするྠసရを⫈いただった。 

ྠ㡢によるオスティナ࣮トによって῝い

ところにចき㎸まれるᚰᆅよさ、メシアࣥモ࣮ド

によってもたらされるᾋ㐟ឤで、ሙがู✵㛫に

なったようだった。⮬ศも⟥パ࣮トの୍ேとして

₇ዌをయ㦂させていただくᖾ㐠をᚓ、వ㡩にᾐり

ながらᖐ㊰についた。 

 ふと「⏕ᚐもྠじయ㦂ができたらいい」とᛮっ

た。ちょうど༊の㐃ྜ㡢ᴦがある。㐃ྜ㡢ᴦ

ではẖᖺ、᭷ᚿ⏕ᚐでᤵᴗをベ࣮スにした₇┠を

⾜なっているが、まだ⏕ᚐと᭤┠を᳨ウしている

ẁ㝵だった。うちの⏕ᚐならできる。よしっ㸟 

やってみよう。᪩㏿、ᆤ⬟⏤⣖ᏊẶにᛮいをఏえ

てみたところ、トࣥトࣥᢿᏊでబ⸨ᫀᘯẶにおつ

なぎいただくことができ、₇ዌをごᛌㅙいただけ

た。 

   

このように、ᩍᖌが⮬らᶵをᥗむことがษ

だとᛮう。እにฟて࣮࣡クショップや◊✲でᏛ

び、Ꮫんだことを⏕ᚐに㑏ඖできる⾜ືに⛣す。

⾜ືを㉳こすにはᑡしのエネルギ࣮とຬẼがᚲ

せだが、それによってᚓられるものはきい。 

⚾は、ḟはᚲಟのᤵᴗで『㟼かのᾏへ』にᣮᡓ

したい。もちろん、బ⸨ᫀᘯẶをおᣍきして⏕ᚐ

をごᣦᑟいただきたい。そうすれば、よりከくの

⏕ᚐが⌧௦の㡢ᴦᩥに┤にゐれ、㇏かな㡢ᴦయ

㦂ができるし、⚾もさらに┠を㛤かされるに㐪い

ないからだ。 

 

 

https://www.icme.jp/jd/04/uehara1.mp3


   

 

２ 現代作曲家が音楽の授業に関わることの意義 

－菅野由弘作曲《星の死》をベースにした音楽づくりの実践

を通して－ 

 

松下行馬（神戸市立水木小学校） 
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⌧代作曲家が㡢楽の授業に㛵わることの意⩏ 
㸫Ⳣ㔝⏤弘作曲《星の死》をベースにした㡢楽づくりの実㊶を㏻して㸫 

 
           松下 ⾜㤿 

       兵庫┴⚄戸市❧Ỉ木小学校 
 

はじめに 
 
 ➹⪅はこれまでに㸪⌧代㡢楽を教材にした授業を

多く実㊶してきた。何となくとっつきにくいイメー

ジが先⾜する⌧代㡢楽だが㸪子どもは楽曲の構㐀に

ὀ意して⫈いたり㸪その構㐀に基づいてグループで

㡢楽をつくったりすることに意欲ⓗに取り⤌む。 

ところで㸪多くの子どもにとって㸪⌧代㡢楽に出

会うことができる場があるとすれば㸪学校の㡢楽の

授業だけであるといっても㐣ゝではない。同様に作

曲家が㸪子どもが⮬分の作品をどのように⫈いてい

るかにゐれることができる場もまた㸪㡢楽の授業以

外にはⓙ↓であろう。それゆえ㸪もしこの場を作曲

家と共有することができれば㸪作曲家⮬㌟も㡢楽の

授業に⯆味をぬえ㸪⌧代㡢楽を教材とした授業も㸪

より広がりがあるものにしていくことができると⪃

えられる。 

このような⌮⏤から㸪「⌧代㡢楽を教材にした授業

を作曲家に▱ってもらい㸪作品に対して⪥を㛤いて

いる子どもの姿を伝えたい」と㸪㛗い㛫思い⥆けて

きた。その機会が 2016㸦平成 28㸧年 10月9日に日

本㡢楽教⫱学会➨ 47回横大会でゼれた。この大会

の共同企⏬Ⅷパネルディスカッション「㡢楽をつく

る手がかりをồめてーInside or Outside ⑷ ー」㸦企

⏬㸸坪⬟⏤⣖子㸪Ỉ戸博㐨㸧において㸪➹⪅はヰ㢟

提供⪅として㸪⌧代㡢楽を教材とした㡢楽づくりの

実㊶を報告した。その実㊶の㸯つとして㸪同じくヰ

㢟提供⪅としてⓏ壇していた作曲家㸪㏆⸨ㆡẶの《時

の形―ピアノとオーケストラのためのー》㸦ⱥ名は《A 

Shape of Time for piano and orchestra》㸧をベー

スにした㡢楽づくりを㸪作曲⪅⮬㌟の前でⓎ⾲させ

ていただいた。そして㸪「大変⯆味῝いプレゼンテー

ション」㸯㸧と作曲⪅から望外のコメントをもらった。 

そこで次は㸪同時㐍⾜で作曲家と㛵わることがで

きる授業を⾜いたいと⪃えた。そうすることによっ

て㸪例えば作品を㚷㈹した㝿の子どものようすを伝

えたり㸪問に思ったことに対してアドバイスをい

ただいたりすることが可⬟となり㸪よりよい授業を

つくっていくことが期待できるからである。 

幸㐠なことに㸪同じ場でヰ㢟提供⪅としてⓏ壇し

ていたピアニストの大➉⣖子Ặから㸪作曲家で夫君

のⳢ㔝⏤弘Ặを⤂介してもらった。Ⳣ㔝作品には㸪

以前から CD㸪テレビ㸪コンサートで⫈いていたり㸪

楽㆕を㉎入していたりしてぶしんでいた。そこでẶ

の代⾲作の㸯つである《星の死》の教材化を⏦し出

たところ㸪快ㅙしてもらった。以下の◊✲は㸪ィ⏬

ẁ㝵㸪さらには⤒㐣報告を⾜っている中で┦ㄯにの

ってもらいながら⾜った実㊶に基づいたものである。 

 

 Ⅰ ◊✲の┠ⓗと方ἲ 

 

 ⌧代㡢楽をベースにした㡢楽づくりのά動は㸪こ

れまで多く提案され㸦Paynter & Aston㸦1970㸧 㸪

坪⬟㸦1995㸧㸧㸪また実㊶を㏻してその有効性が♧さ

れている㸦島崎㸦1993㸧㸪松Ọ㸪木暮㸪松下㸦2002㸧㸪

Matsushita(2017)㸧。 

ところで㸪⌧代㡢楽を教材として取り上げようと

した時㸪作曲家が今もなおά㌍中であることも少な
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くない。もし㸪その作曲家とコラボレイトすること

ができるとすれば㸪⌧代㡢楽をより有効な教材とし

て⏕かした授業を展㛤することができると⪃えられ

る。本◊✲の┠ⓗは㸪教材とする作品の作曲家が㡢

楽の授業に㛵わる場合㸪どのような形で㐃携を⾜え

ばよいのか㸪どのような教⫱ⓗ効果があるのか㸪そ

してその意⩏はどのようなものであるかを明らかに

することにある。 

作曲家とコラボレイトした授業実㊶として㸪佐⸨

㸦2017㸧がある。佐⸨は作曲家伊左┤Ặとの個人

ⓗにぶしい㛫柄㸯㸧で㸪Ặの作品の楽㆕や㡢※の提供

を受け㸪中学3年⏕を対㇟に㞞楽作品《⣸御Ẋ≀ㄒ・

㫽▔⤮巻》の㚷㈹の授業を⾜った。佐⸨㸦2017㸪 

p.100㸧は㸪その実㊶について以下のように㏙べてい

る。 

 

  とかく「㐣去」のものと捉えてしまいがちな伝

⤫㡢楽の学⩦において㸪「⌧在」もⓎ展し⥆けてい

る㡢楽であることを感じるためには㸪「今を⏕きる

作曲家の作品」にゐれることが効果ⓗであり㸪そ

の⤖果㸪⏕徒の我が国の伝⤫㡢楽を愛する心情を

さらに⫱むことができると⪃えた。 

 
そしてこの実㊶を㏻して㸪⏕徒は㸪⌧代㞞楽作品

の㡢楽ⓗ≉徴を▱ぬ・感受することができたと同時

に㸪「我が国の伝⤫ⓗな㡢楽に対する⏽敬の念」が⫱

ったと報告しており㸪⌧代㞞楽作品の教材としての

有⏝性を明らかにしている。実㝿㸪⏕徒が感想の中

で「㞞楽は日本古来から
マ マ

の文化で㸪⌧代の⚾たちは

なかなかなじみがないが㸪伝承方ἲである唱歌や㸪

日本⊂⮬のⓎ展を㐙げて今も作曲されていることな

ど㸪世⏺にれる文化であることが分かった」と書

いているが㸪これは⌧代㞞楽作品を教材として⏝い

たことによるものである。 
但し㸪佐⸨のこの実㊶では㸪⌧代㞞楽作品の㚷㈹

は 1時㛫の授業においてのみである。それゆえ作曲

家がこの授業に㛵わったのは㸪指導ィ⏬を❧案して

いるẁ㝵のみであったとゝえる。 
◊✲の方ἲとして㸪実㊶ⓗ方ἲをとる。 具体ⓗに

は㸪2017㸦平成 29㸧年6月 20日から7月 18日にか

けて㸪X市のA小学校の2年⏕ 2クラスのィ 49名を

対㇟にしたⳢ㔝⏤弘作曲《星の死》をベースにした

㡢楽づくりの授業である。 

本実㊶は㸪《星の死》の㚷㈹㸪《星の死》をベース

にした㡢楽づくり㸪《星の死》の再㚷㈹と学⩦の振り

㏉りという三次構成で⾜っている。以下㸪2回の《星

の死》の㚷㈹での子どもの変容と㸪作曲家がそこに

どのように㛵わっていったかを分析し㸪授業におけ

る作曲家との㐃携の在り方㸪及び㐃携することの意

⩏を明らかにする。 

 

Ⅱ 《星の死》とその教材性 

  
 《星の死ーヴァイオリンとピアノのためのー》㸦ⱥ

名は《Extinction of a Star for violin and piano》㸧

は㸪1983年に作曲され㸪同年㸪⊩呈⪅である小林健

次のヴァイオリン㸪一柳慧のピアノによって初₇さ

れた₇奏時㛫⣙ 12分の作品である。 

 曲の中心をなすのは㸪冒㢌に♧される C-F#-D-E♭㸪

すなわち「増4度㸪㛗3度㸪▷2度㡢⛬を持つ㸲㡢

の㡢型を基につくられた」15㡢から成る「基♏㡢列

㸻旋律」である。 

 曲全体は大きく 3つの㒊分に分けられるが㸪教材

として主にά⏝するのは➨ 1㒊㸦ピアノパートでの

➨1小⠇から➨ 56小⠇㸧である。この㒊分では㸪「基

♏㡢列」の反復及びその変奏を中心とした㡢楽とな

っている。以下㸪その様┦を⡆単に♧す。 

 まずヴァイオリンのハーモニックスで奏でられる

4 㡢の㡢型に⥆いて「基♏㡢列」がピアノによって

反復される㸦㆕例㸯㸧。 
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 しばらくしてこの「基♏旋律」は㸪⦰小㸦1/2倍㸧

されてヴァイオリンによって反復される㸦㆕例㸰㸧。 

 なお㸪この「基♏㡢列」の⦰小形は㸪後に他の倍

⋡でもⓏ場する㸦㆕例㸱㸪㸲㸧。 

 「基♏㡢列」はさらに㸪トータルセリエリズムの

㡢楽のように㡢価㸪㡢域㸪㡢強が 1㡢ごとに⊂❧し

て与えられたり㸪旋律ⓗな動きが与えられたりして

⮬⏤に変奏される㸦㆕例㸳㸪㸴㸧。 

 曲はその後㸪「基♏㡢列」の変容を㍈にして㸪㡢列

を構成する㡢⛬を核にした新しい㡢楽が加えられて

いく。➨2㒊では㸪「基♏㡢列」は姿を㞃し㸪より⮬

⏤なパッセージが⧞り広げられた後㸪再び➨3㒊で

は➨ 1㒊に‽じた㡢楽に回帰する。 

 このような「基♏㡢列」が反復したり変化したり

している様┦は㸪楽㆕をぢせたり㸪その㒊分を取り

出して₇奏したりすることによって㸪子どもは▱ぬ㸪

感受することができる。同時に㸪このような手ἲは 

㡢列を反復させたり変化させたりして⮬分たちで㡢

楽をつくる㝿の㸪方向性を与えてくれる。それゆえ㸪

㚷㈹と㡢楽づくりの一体化を図ることができるとい

うことが㸪《星の死》の教材としての優れたⅬである

とゝえる。 
 

 

㆕例 1  ᭤の冒㢌㸸2小⠇┠より基ᮏ㡢列がピアノで反復される 

 

 

㆕例 2 基ᮏ㡢列の⦰小形㸦1/2倍㸧㸦㸲小⠇〜㸪ヴァイオリン㸧 
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㆕例 3 基ᮏ㡢列の⦰小形㸦2/3倍㸧の反復㸦22小⠇〜㸪ピアノ㸧 

 
 

 
㆕例 4 基ᮏ㡢列の⦰小形㸦4/9倍㸧の反復㸦44小⠇〜㸪ピアノ㸧 

 

 
㆕例 5 基ᮏ㡢列の⮬⏤な変奏㸦11小⠇〜ピアノ㸧 

 

 
㆕例 6 基ᮏ㡢列の⮬⏤な変奏㸦19小⠇〜 ヴァイオリン㸧 
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Ⅲ 実㊶の概せ 

 

㸯 㢟材とそのねらい 

 本実㊶の㢟材名は㸪「ⓑと㯮で㡢楽をつくろう」で

ある。また㢟材のねらいは㸪「㡢㧗の⤌み合わせやそ

の㐪いによる㡪きの㠃ⓑさを感じ取って⫈いたり㸪

それを⏕かして旋律をつくったりする」「リズムや㡢

域を変奏させることによって新しい旋律をつくるこ

とができることを⏕かして㸪⌜で 1つの㡢楽をつく

る」の 2つである。 

 なお「ⓑと㯮」とはⓑ㘽と㯮㘽のことである。本

校ではẖ年 2年⏕の 1学期に㸪半㡢をつ‽にした㡢

㧗についての学⩦を⾜っている㸱㸧。その2017㸦平成

29㸧年∧が本実㊶である。 

 

㸰 㢟材の指導ィ⏬とその実㝿 

 先㏙の㏻り本㢟材は全 9時㛫で㸪次の三次構成で

⾜った。 

 ➨一次㸸《星の死》の㚷㈹㸦➨1時㸧 

 ➨二次㸸《星の死》をベースにした㡢楽づくり㸦➨

2〜8時㸧 

 ➨三次㸸《星の死》の再㚷㈹と学⩦の振り㏉り㸦➨

9時㸧 

 なお㈨料 1は㸪➨ 1時を◊✲授業として⾜った㝿

の指導案である。その中の「指導とホ価のィ⏬」に㸪

当初の指導ィ⏬の概せがグされている㸲㸧。以下㸪➨

一次から➨三次の概せを㏙べる 

⑴➨一次㸸《星の死》の㚷㈹。 

 《星の死》の➨㸯㒊のみを取り上げ㸪1 時㛫の中

で㚷㈹㸪楽曲ゎㄝ㸪再㚷㈹というὶれで⾜った。そ

の㝿に㸪曲名を㸪ⱥ名をそのまま日本ㄒの㡢に⨨き

換えて「イクスティンクション・オブ・ア・スター」

と提♧し㸪「星の死」というゝⴥから受ける印㇟では

なく㸪㡢楽そのものに⪥を傾けることができるよう

にした。 

 㚷㈹にあたっては㸪最初は何のㄝ明もなく⫈き㸪

➨一印㇟を大切にできるようにする。その上で楽曲

の構㐀について学⩦した後にもう一度㚷㈹し㸪⫈き

方の῝まりを子ども⮬㌟が感じることができるよう

にした。また楽曲ゎㄝにおいては㸪「基♏㡢列」の㡢

⛬構㐀を⌮ゎできるよう㸪グラフ化して提♧した㸦図

1㸧。また「基♏㡢列」が変奏されている㒊分は実₇

し㸪もとの形のものとどのように⫈こえ方が変わる

かを⮬分の⪥で☜かめることができるようにした。 

 
図 1 「基♏㡢列」のグラフ化 

 

⑵➨二次㸸㡢楽づくり 

 㡢楽づくりは㸪「増4度のような歌いにくい㡢⛬で

あっても分奏することで⾲⌧が容易になる」「楽器に

㡢名と㡢域が⾲♧されているのでオクターブ㧗く㸪

あるいは低くするという操作が容易である」という

⌮⏤からトーンチャイムを⏝いて⾜った。 

 㡢楽づくりは㸪1 グループ 8 人⦅成で㸪グループ

ごとに12半㡢の中から増㸲度㡢⛬を含む4㡢㧗を予

め指定する㸦図 2㸧。グループによる㡢楽づくりは㸪

この指定された 4㡢㧗のトーンチャイム㸦全㡢域㸧

を⏝いて㸪以下の方ἲで⾜った。 
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⌜ 使⏝するトーンチャイム 

1⌜ C㸦C3〜C7㸧㸪 

D㸦D3〜D7㸧㸪 

D#/E♭㸦D#/E♭3〜D#/E♭7㸧㸪 

F#/G♭㸦F#/G♭㸱〜F#/G♭㸵㸧 

2⌜ C#/D♭㸦C#/D♭3〜C#/D♭7㸧 

E㸦E㸱〜E㸵㸧 

G㸦G㸱〜G㸵㸧 

G#/A♭㸦G#/A♭㸱〜G#/A♭㸵㸧 

3⌜ F㸦F㸱〜F㸵㸧 

A㸦A3〜A6㸧 

A#/B♭㸦A#/B♭㸱〜A#/B♭㸴㸧 

B㸦B3〜B㸴㸧 

 
図 2  各⌜のトーンチャイムの㡢㧗 

 
①4㡢㧗を⏝いて「き本のせんりつ」をつくる。 

 トーンチャイムを実㝿に㬆らしてその㡪きを☜か

めながらグループの 4㡢㡢列の「き本のせんりつ」

をつくる。この「き本のせんりつ」を⏝いて ABAの

三㒊形式の㡢楽をつくっていく。 

②トーンチャイムの担当をỴめる。 

 まずグループを 4人ずつ㧗㡢担当㸦㡢域⾲♧㸳㸧

と低㡢担当㸦㡢域⾲♧㸲㸧の 2つに分ける。次いで㸪

それぞれ㸲人の中で㸪4㡢㧗の担当をỴめる㸦図 3㸧。 

 

図 3 トーンチャイムのᢸ当⾲ 

 
③Aの㡢楽をつくる 

 まずそれぞれの㡢域での「き本のせんりつ」のテ

ンポと反復回数をỴめる。その上で㸪どちらの㡢域

の「き本のせんりつ」を先に始めるか㸪先に始めた

㡢域の「き本のせんりつ」の反復を何回⫈いてから

もう一方の㡢域の「き本のせんりつ」を始めるかを

Ỵめる。 

 この㒊分は㸪《星の死》の最初の㒊分㸦㆕例 1㸧を

ベースにしている。但し㸪後から入る「き本のせん

りつ」は㸪拡大形でもよく㸪またそのẚ⋡も先の「き

本のせんりつ」のテンポ㸪すなわち㡢価に対して⮬

⏤である。さらにゝえば㸪それぞれの㡢域での「き

本のせんりつ」は㸪互いに⊂❧したテンポで₇奏す

ることになり㸪その㡪きはより」㞧に⫈こえる。 

④Bの㡢楽をつくる 

 Aでは㸪「き本のせんりつ」は➼時㸦㸻➼拍㸧ⓗに

刻まれていたが㸪Bでは㸪㡢㧗の㡰␒は保ちながら㸪

それぞれが㬆らすタイミングは1人1人に任される。

すなわち㸪⮬分の前の㡢㧗が㬆ってからすぐに㬆ら

す場合も㸪少し時㛫をおいて㬆らす場合も出てくる。

また㸪そのタイミングも「き本のせんりつ」の⧞り

㏉しごとに変えてよいようにする。これによって B

の㡢楽は⮬⏤リズムの㡢楽になり㸪より」㞧な㡪き

の㡢楽となる。 

 この㒊分は㸪《星の死》の基本㡢列の⮬⏤な変奏㸦㆕

例 5㸧をベースにしている。勿ㄽ㸪子どもにとって

《星の死》のように厳密に㡢価が指定されている」

㞧なリズムを₇奏することは㞴しいが㸪敢えて㡢価

を指定しないことによって㸪《星の死》の㡪きの世⏺

を体㦂できることを意図している。 

 図 4は㸪㡢楽づくりの時に⏝いたワークシートで

ある。 
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図 4 㡢ᴦづくりのワークシート 

  

 なお㸪㡢声㈨料 1〜6は実㝿に子どもがつくった㡢

楽である。 

 

 

【㡢声㈨料 1】子どもがつくった㡢楽 1 

 

 

【㡢声㈨料 2】子どもがつくった㡢楽 2 

 

 

【㡢声㈨料 3】子どもがつくった㡢楽 3 

 

 

【㡢声㈨料 4】子どもがつくった㡢楽 4 

 

 

【㡢声㈨料 5】子どもがつくった㡢楽 5 

 

 

【㡢声㈨料 6】子どもがつくった㡢楽 6 

 

 ⑶➨三次㸸《星の死》の再㚷㈹と学⩦の振り㏉り 

 まず➨ 1時で⫈いた㒊分をまず⫈き㸪初めて時と

ẚべながら感想を書くよう伝え㸪㡢楽づくりの⤒㦂

に基づいて㚷㈹することができるようにした。 

 ⥆いて全曲を㚷㈹した㸪それに先❧って➨ 3㒊の

入りを☜ㄆできるように㸪「き本のせんりつが⫈こえ

てきたら手を挙げましょうと問いかけながらその㒊

分付㏆を取り出して⫈いた。また全曲㚷㈹時にはタ

イマーを掲♧し㸪今どのあたりを⫈いているのかが

わかるようにし㸪㞟中力を持⥆させながら㚷㈹する

ことができるようにした。 

 そして最後に㸪「イクスティンクション・オブ・ア・

スター」を日本ㄒにすると「星の死」となることを

伝えた後㸪授業全体の感想を書き㸪一㐃の授業を⥾

めくくった。 

 

㸱 作曲家の授業への㛵わり 

 

 一㐃の授業において㸪例えば来校して作品につい

て子どもにヰをするといった㸪作曲家が子どもに┤

接ⓗに㛵わることはなかった。授業前㸪授業の㏵中㸪

そして授業後に報告㸪┦ㄯを㟁子メールで⾜い㸪そ

の㒔度アドバイスをもらった。 

 ⑴授業前㸦2017年 4月9日㸧 

 授業を⾜う時期㸪学年㸪大まかな指導ィ⏬を報告

した上で㸪作品のゎ㔘について┦ㄯした。 

 《星の死》の最初の㒊分は㸪先㏙の㏻り㸪ほぼ「基

本㡢列」の反復と変化で成り❧っている㸪そこで「テ

ンポを変えたり㸪㡢価を変えたりして㡢域を変えた

りして㸯つの㡢型からいくつもの新しい㡢楽がつく

られるということの㠃ⓑさ」を教材として取り上げ

る㝿の 1つのねらいにしていきたいと⪃えた。 

 作曲家と接Ⅼがなければ㸪このねらいでそのまま

授業を⾜っているところであるし㸪これまでもそう

してきた。一方㸪そのように単⣧化して扱うことは

作曲家の意にἢうとは必ずしも㝈らない。その是㠀

は㸪ある意味㸪授業の根幹にも㛵わるところである。

そこで㸪このⅬについてアドバイスをồめたところ㸪

次のような回⟅をもらった。 

https://www.icme.jp/jd/04/rec4.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/rec5.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/rec5.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/rec6.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/rec6.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/rec7.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/rec7.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/rec8.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/rec8.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/rec9.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/rec9.mp3
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 「ぢえる形のシステム」で書いた㸪ほぼ最初の作

品ですので㸪そのように扱って㡬いて⤖構です。 

 

 このよう教えてもらったことで㸪当初のィ⏬㏻り

授業を㐍めることにした。 

 授業を⾜う上で㸪もう 1つẼになっていたところ

が㸪➨1㒊の後半以㝆の㸪「基本㡢列」の反復と変化

から⬺していく㒊分のゎ㔘であった。授業で┤接ⓗ

に取り上げる㒊分ではなかったものの㸪最後の全曲

㚷㈹の㝿には㸪子どもにㄝ明をせする㒊分であった。

そこで「基本㡢型を構成している増㸲度㸪㛗㸱度㸪

▷㸰度㸪㛗㸰度㸪㸦あと CE♭F#に含まれている▷㸱

度㸧の⮬⏤な⤌み合わせによる㡢楽」とゎ㔘してよ

いかについて尋ねてみたところ㸪次のような回⟅を

もらった。 

 

  基本ⓗにはそうです。システマチックな前半が㸪

「Ἴ⣠が同心円≧に拡がる」㒊分とすると㸪ここ

からは㸪「同心円≧に拡がるἼ⣠」の任意の場所

に「別の▼を投げ㎸む」と⪃えてみて下さい。「同

心円」は乱れ、新たな形が⏕まれます。㡢楽ⓗに

は㸪ここからは「⥺ⓗな形」から「幾つかの㡢が

㞟まった㡪き」に⛣⾜すると⪃えてはいかがでし

ょうか。⪃え方としては、FM変ㄪにも似ています。

元のἼ形に㸪FM変ㄪを加え㸪その変ㄪἼからサン

プルを取り出す㸪そうするとἼは⢏になりますが㸪

㡪かせておけば「和㡢≧の㡪き」が⪺こえる㸪と

いったⓎ想です。 

 

 そこで㸪この㒊分については「き本のせんりつの

かいぞうのかいぞう」とㄝ明することにした。 

 ⑵授業の㏵中㸦《星の死》の㚷㈹の授業の報告㸧

㸦2017年 6月24日㸧 

 《星の死》の最初の㚷㈹が⤊わった後㸪その時の

子どものようすについて㸪 

  最初の子どもの感想は㸪「こわい㡢楽」という

のが多かったです。ただそこで⤊わらさずに㸪ῶ

㸳度㸦増㸲度㸧が多いことをグラフ化して♧し㸪

この㡢⛬㸦子どもには㡢の㝵ẁとㄝ明しています㸧

が多いからこのような㡪きになることをㄝ明し㸪

㡢⛬が㡢楽の中で大きな役割があることについて

ㄝ明しています。 
 
と報告した。正┤なところ㸪「こわい」という感想が㸪

後㏙のように多かったので㸪作曲⪅に対して少し⏦

しヂないẼ持ちをもっていた。ところが㸪それに対

して㸪 
 
  まさに㸪増㸲度㸦ῶ㸳度㸧のなせる技でしょう

か。子どもたちのみならず㸪この㡢⛬は㸪「恐ろ

しい」「こわい」「暗い」「㜌」「刺⃭ⓗ」と感

じられ㸪そして㸪それを㏉すと「⚄⛎ⓗ」とい

う事になります。「底▱れぬ⚄⛎」です。┤感ⓗ

にそうで㸪子どもたちは実に⣲┤に受け入れてい

る㸪と思います。因みに最㏆ヰ㢟に上る「Jアラ

ート」は㸪増2度㡢⛬の2㡢が㸪増㸲度幅で㸪振幅

を⧞り㏉しています(㡢⛬幅は増2度です。これは

▷3度と同じですが㸪動き出すと増2度に⪺こえる

≉性があります)。早✄⏣の㡢㡪チームに作成依

㢗があり㸪そのチームが「どういう㡢が危㝤㸪危

機を感じさせるか㸽」という┦ㄯをしてきたので㸪

即座に「増㸲度」を提案し㸪それで作り㸪20✀㢮

の候⿵の中からそれが㑅ばれました。㑅んだのは

当時の小Ἠ㤳┦だそうです。そして「実に不快な、

危㝤な㡢がする」などとホされて、大成功を収め

ました。これが、人㢮の「増㸲度」に対する感ぬ

なのです。 

 
と教えてもらった。すなわち㸪子どもは十分に《星

の死》の㡪きのよさや㠃ⓑさを感じていると。 
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 さらに⥆けて㸪 
  
  人㛫は㸪分からないものに対して「怖い」と感

じると思います。幽㟋もそうですが㸪分かってし

まえばお友㐩。子どもたちの反応㸪また⪺かせて

下さい。 
 
と㸪励ましのゝⴥをもらった。㡢楽づくり⤒て㸪も

う一度《星の死》を㚷㈹した時の子どもの感想をど

れだけ変えることができるか㸪これを┠標に以㝆の

授業に取り⤌んでいくようにした。 

 ⑶授業後㸦2107年 7月26日㸧 

 一㐃の授業が⤊わった後に㸪指導案㸪《星の死》

の 2回の㚷㈹時の子どもの感想をまとめたものや子

どもがつくった作品の㡢声データなどと一⥴に実施

報告を⾜ったところ㸪次のような望外の感想をもら

った。 

 

  実にぢ事に子どもたちに㡢楽を伝えているこ

とに㸪㦫きました。分析も㸪小学校㸰年⏕に伝え

られるのだと。おぢ事です㸟 

  「死」というゝⴥの先入ほを与えずに㸪㡢楽そ

のものにアプローチさせる事から始まり㸪⣽㒊に

Ώって⪃えられた授業構成㸪⣲晴らしいと思いま

す。 

  また㸪子どもたちに㸪ẁ㝵を㋃んで感想を書か

せると㸪いかに吸収してくれたかもⰋく分かりま

す。最もテンションの㧗い㡢⛬が㸪実は㸪最も◳

㉁な光を放つことも㸪感じてくれたグ㏙がありま

すし㸪ゝㄒで⾲⌧できない子も㸪何かを感じてく

れたんではないかと信じることが出来ます。 

  この様なヨみに㸪拙作を取り上げて㡬いた事㸪

改めて感ㅰいたします。 

 

 また後日㸳㸧にも㸪 

  子どもたちは先⏕の授業で㸪このステップを一

ẁ上がったというゝい方も出来るかと思います。

そして㸪その材料が拙作「星の死」だった。サビ

抜きのお寿司から㸪「サビ抜きなどチせない」へ

の㝵梯です。 

 

と有り㞴いコメントを寄せてもらった。 

 

 さらに㸪子どもがつくった㡢楽に対しても㸪 

 

 「星の死」のリズムが㔊し出す⛛序の捉え方を㸪

実に上手く使っていると思います。 

  子どもたちは㸪形から来るパターンㄆ㆑の➨一

歩を㋃み出したと思います。 

  旋律とはゝえないパターンを使いこなすのは㸪

横の⧅がりも去る事ながら㸪㛗い余㡩から来るハ

ーモニックな感ぬが必せだと思います。その意味

でも㸪教⫱の成果が上がっていると思います。 

  そして㸪何よりも㸪実㝿に㡢を出すための、ト

ーンチャイムの使⏝は㸪㌟体性のά⏝という意味

でも、大きな効果を上げていると思います。 

  というあたりが㸪子どもたちの作品㸦㸽㸧を⪺

いての感想です。 

 

のように㸪作曲⪅でしか書くことができないコメン

トを寄せてもらった。 

 子どもには㸪「作曲家の先⏕がⓙさんのことをす

ごく〔めてくださったよ」と㸪ざっくりとした形で

伝えたが㸪大変喜んでいた。 

 

㸲 子どもの《星の死》の受容における変化 

 

 一㐃の授業では㸪先㏙の㏻り《星の死》を㸪➨ 1

時で 2回㸦初めての㚷㈹㸪楽曲の構㐀を学んだ後の

㚷㈹㸧㸪最⤊時で 2回㸦㡢楽づくりを⤊えての㚷㈹㸪
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全曲㚷㈹㸧のィ 4回⾜った。最後の全曲㚷㈹以外は㸪

⫈いたのは➨ 1㒊のみだが㸪これら 4回の子どもの

感想をẚ㍑してみると㸪次のような変化がみられた。 

⑴初めての㚷㈹での子どもの感想の傾向 

 「この曲は㸦    㸧」の中に文❶を書き㎸む形

で㸪➨一印㇟を⟅えるようにした。その中で㸪圧倒

ⓗに多かったのが「こわい」「ぶきみ」「ぞくぞくす

る」「おばけがでてきそう」というもので㸪49 人中

37人の回⟅に㸪このようなゝⴥが書かれていた。そ

れ以外には㸪「かなしい」「ウキウキした」「たのしそ

う」「ふしぎ」といった印㇟ⓗな感想がぢ受けられた。 

 「こわい」という感想の中には㸪「ずっと㧗い㡢で

こわかったです」のように㸪㡢楽を形づくっている

ㅖせ⣲を交えてのグ㏙もあったが㸪2 人と全体ⓗに

はごくわずかであった。 

⑵楽曲の構㐀を学んだ後の再㚷㈹での子どもの感

想の傾向 

 「基♏㡢列」をグラフ化してその㡢⛬構㐀をㄝ明

したり㸪変奏されているようすを実₇したりした後㸪

楽曲の構㐀にὀ意してもう一度⫈き感想を書くよう

にした。 

 「こわい」といったグ㏙は 35人にぢられ㸪その数

はあまり変わらなかったものの㸪「はやくなったりひ

くくなったりしててんぽもはやくなったりおそくな

ったりしてこわかった」「ぴあのとばいおりんのたっ

た 2つなのに 2つの㡢がかさなってどんどんおおき

な㡢になったからこわいとおもいました」のように㸪

㡢楽のせ⣲や仕⤌みを根拠にして⮬分の印㇟を書い

ている子どもが 17人と半数㏆くに増えた。また「ひ

くくなったりたかくなったりしておもしろい」「おん

なじりずむでいろいろなことができるとはおもわな

かった」のように㸪⣧⢋に㡢楽のせ⣲や仕⤌みに⏤

来する㠃ⓑさについてグ㏙していた子どもが㸵人で

あった。最初の㚷㈹時には㸪「どんどんおとがおおき

くなっている」と▱ぬしたことをそのまま書いてい

た子どもが 1人だったことから㸪㡢楽のせ⣲や仕⤌

みにὀ意して⫈く子どもが大きく増えたといえる。    

⑶㡢楽づくりを⤊えての再㚷㈹での子どもの感想

の傾向 

 「はじめにきいたときとくらべて」というほⅬで

感想を書くようにした。「こわい」というゝⴥを書い

ていたのは 13人と➨1時とẚべて大きくῶった。変

わりに㸪「はじめはこわいで㸪いまはきれいだなとお

もいました」「はじめてきいたときはこわいきょくだ

とおもっていました。ⓑと㯮で㡢楽をつくろうをや

るときれいな㡢楽でした」「はじめてきいた時はこわ

いなーと思ってたけれどもう一どきいてみると…き

れいながっそうみたいですごくきれいでした。かい

ぞうのなかのかいぞうってどんなのかわかったので

びっくりだなーとおもいました。きれいな㡢がすご

くすき」のように㸪「きれい」というゝⴥを書いてい

た子どもが9人いた。「きれい」というグ㏙は㸪⑵の

時にも 2人いたが㸪㡢楽づくりを⤒㦂することで㸪

増 4度の㡪きと「お友㐩」になった子どもが増えた

ことが❚える。また「まえきいたおとといまきいた

おとが㸪ちがうみたいにかんじました。㡢がくと㡢

がくがかさなっている」「いろんな㡢がかさなってい

る。さいしょに⪺いたときよりも㸪同じリズムだけ

どすこしちがうと思った。とまったりいろんなくふ

うがされている。よく⪺いてみるとたくさんのがっ

きをつかったようにぢえる。でもすくなくがっきを

つかっている」「はじめてきいたきいた時はぶきみだ

とおもったけどもう一どきいてみるとたかくてきれ

いな㡢だと思いました」「はじめてきいた時はこわか

ったけど㸪いまはあんまりこわくなくなって㡢が小

さくなったり大きくなったりしてぶきみ」のように㸪

「きれい」「こわい」というグ㏙をしているしていな

いにかかわらず㸪㡢楽のせ⣲や仕⤌みに依拠して感

想を書いた子ども 22人となっていた。 

 ⑷全曲㚷㈹での子どもの感想の傾向 
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 「こわい」と書いていた子どもは 10人㸪「きれい」

と書いていた子どもは 8人と㸪このあたりは⑶と同

じ傾向であった。㢧ⴭだったのは㸪「もともとあるメ

ロディが入れかわったりもどったりするのがとても

おもしろいと思いました」「さいしょはき本のせんり

つやけど㸪まんなからへんがぜんぜんき本のせんり

つじゃないからおもしろい。さいごがひくい㡢にな

っていておもしろかった」のように㸪「きれい」「こ

わい」というグ㏙をしている子どもを含めて㸪㡢楽

のせ⣲や仕⤌みに依拠して感想を書いた子ども 30

人と㸪さらに増えていた。 

 ⑸感想のグ㏙の変化からみた子どもの《星の死》

の受容の変化 

 感想の中で㸪「こわい」「きれい」「せ⣲や仕⤌み」

とグ㏙している子どもののべ人数の変化によって㸪

㸲回の㚷㈹での子どもの感想の傾向の⛣り変わりを

グラフ化すると㸪図5となる。 

 それぞれのゝⴥについての人数の変化をみてみる

と㸪「こわい」というグ㏙が回をおうごとに少なくな

っているのに対して㸪「きれい」や「せ⣲や仕⤌み」

を㋃まえたグ㏙が増えていったことが分かる。すな

わち㸪子どもは《星の死》をベースにした㡢楽づく

りを⾜うことを㏻して㸪《星の死》を㸪⾲㠃ⓗな㡪き

から㸪その㡪きを引き㉳こす楽曲の構㐀にὀ意して

⫈くことができるようになり㸪それによって「お友

㐩」になっていたことが❚える。 

 

 図 5 4 回の㚷㈹における子どものឤの傾向の

⛣り変わり 

 ⑹授業全体の振り㏉りでの子どもの感想 

 「きれいでおもしろかった」「いろんなおとをだし

てみんなできょうりょくしてだしたうたがたのしか

ったです」のように㸪㡢楽づくりが楽しかったとい

う感想が多かった。 

 その中で㸪「トーンチャイムで㡢楽をつくろうじゃ

なくてほとんどが《イクスティンクション・オブ・

ア・スター》をつくろうになるぐらいにてた」「トー

ンチャイムは㸪グループでやればいい。⮬分だけで

やるよりみんなでやったらじゆうリズムなど㸪いろ

いろなきょくがたのしめてよかったとおもいました。

イクスティンクション・オブ・ア・スターをきいた

ときとトーンチャイムをきいたときは㸪き本のせん

りつがにているとおもいました」「イクスティンクシ

ョン・オブ・ア・スターがおもしろいとこもあった

しこわいとこもあったからいいなと思った」のよう

に㸪《星の死》と㡢楽づくりとを㛵㐃させて感想を書

いている子どももいた。《星の死》と㡢楽づくりの㛵

㐃についてのⓎゝやグ㏙は㸪㡢楽づくりのⓎ⾲会で㸪

ある⌜がつくった㡢楽に対して「㸱⌜が㸪イクステ

ィンクション・オブ・ア・スターと同じリズムのよ

うなものがあってとてもよかった」と感想を㏙べた

り㸪《星の死》の 3 回┠の感想の中で㸪「トーンチャ

イムでつくった㡢がくとイクスティンクション・オ

ブ・ア・スターの㡢がくがぜんぜんにていないとこ

もあったりにているところもあった」書いていたり

と㸪他の場㠃でもぢ受けられ㸪子どもたちの心にṧ

る曲となったことが❚えた。 

 図6〜9は㸪4人の子どもの➨1時と最⤊時での《星

の死》を㚷㈹した時に感想をグしたワークシートで

ある。 



 30

 

 

図6 4回の鑑賞での回答の変遷（A児） 

 

 

 

図7 4回の鑑賞での回答の変遷（B児） 

 

 

図8 4回の鑑賞での回答の変遷（C児） 

 

 

 

図9 4回の鑑賞での回答の変遷（D児） 
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Ⅳ ⪃察 

 

  一㐃の授業では㸪《星の死》をベースにした㡢楽

づくりを㏻して㸪《星の死》を㸪楽曲の構㐀を㋃まえ

てそのよさや㠃ⓑさを感じ取って⫈くことができる

ようになったという子どもの成㛗が⾲れていた。次

に㸪子どもの成㛗に対する作曲家の寄与について⪃

察する。 

 今回の実㊶において作曲家は㸪上㏙の㏻り常にオ

ブザーバーであった。作曲家として作品をㄒり㸪創

作をㄒり㸪作曲家のどⅬで子どもの姿を捉えながら㸪

一㐃の授業に対して様々な♧唆を与えてもらった。

実はこのことが㸪教師の指導ほ㸪児❺ほ㸪教材ほ㸪

に大きな影㡪を及ぼした。 

 まず指導ほであるが㸪大きな指㔪となったのは㸪

いただいたメールの中の「人㛫は㸪分からないもの

に対して『怖い』と感じると思います。幽㟋もそう

ですが㸪分かってしまえばお友㐩」という文❶であ

った。 

 ㈨料 1の指導案の中の指導ィ⏬にもあるように㸪

㡢楽づくりは㸪当初は上㏙のものとは別の方ἲで⾜

う予定だった。具体ⓗには㸪時ィの⛊㔪をつ‽に㸪

「き本のせんりつ」の基本形ならば 1⛊ごとに㸪拡

大形ならば 2⛊ごとにトーンチャイムを₇奏する㸪

また反復回数も必せな⛊数から㏫⟬してỴめ㸪1 分

㛫の枠⤌みの中で㡢楽が完⤖するようにしようと⪃

えていた。しかし㸪そうすると実㝿に使える拡大㸪

⦰小形が⛊㔪で れるものに㝈られ㸪《星の死》で

⾲れる「基♏㡢列」の様々な変奏の㠃ⓑさを⤒㦂す

ることができない㸪そして何よりも子どものὀ意が

⛊㔪㏻り₇奏することに向けられ㸪実㝿に奏でられ

る㡢楽に十分ᾐることができないのではないかと⪃

え㸪上㏙の方ἲで㡢楽をつくるようにした。 

 また児❺ほでは㸪子どもは㸪教師が思っている以

上に《星の死》の㡪きの㠃ⓑさを感じ取っていると

いうことẼ付かされた。➨ 1時で《星の死》を㚷㈹

した時の子どもの感想には㸪「こわい」と書いてい

る子どもが多かった。≉に 2回┠は㸪楽曲の構㐀に

ついてㄝ明した後であったので㸪少しṧ念に思って

いた。しかし作曲家は㸪それを⫯定ⓗに捉えていた。

その後の㡢楽づくりの方ἲの再⪃は㸪このẼ付きに

も因っている。 

 最後に教材ほでは㸪ただ楽㆕やライナーノートを

ㄞんでいるだけではわからない㸪作曲家の創作に対

する⪃え方と↷らし合わせて《星の死》の授業での

取り上げ方を⪃えることができた。≉に㸪作曲家に

とって増 4度㸻ῶ 5度は≉別であるということを▱

り㸪単なる㡢⛬の一つではなく㸪その㡪きのよさを

味わうことも大切にしていこうと⪃えた。その意味

で《星の死》を「きれい」と感じる子どもが増えた

ということを㸪とても嬉しく思った。 

 そして㸪作曲家との交ὶによって引き㉳こされた

教師の変容が㸪この実㊶での子どもの姿に⤖び付い

たとゝえよう。 

 以上のことから次の⤖ㄽが導かれる。 

 

Ⅴ ⤖ㄽ 

  作曲家が㡢楽の授業に㛵わることの教⫱ⓗ効果㸪

㐃携の方ἲ㸪そしてその意⩏は㸪以下の㏻りである。 

㸯 教⫱ⓗ効果 
 作曲家が㡢楽の授業に㛵わることでもたらされる

教⫱ⓗ効果は㸪作品をより῝いレベルで教材化する

ことができることである。 
 今回の実㊶において㸪作曲家と┤接コンタクトを

とることによって㸪作品の構㐀のみならず㸪作曲家

の㡢楽ほを含めて《星の死》を捉えることができた。

それは㸪楽㆕や CDのライナーノートだけからではわ

からないことである。そしてそれが㸪㡢楽づくりの

方ἲの⦎り┤しをはじめ㸪授業の㐍め方に影㡪を与

え㸪⤖果㸪子どもの㡢楽ⓗな成㛗を促すことに⧅が
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っていくのである。 
㸰 㐃携の方ἲ 
 作曲家が㡢楽の授業に㛵わる有効な方ἲは㸪作曲

家の❧場で作品をㄒり㸪作曲家のどⅬで子どもの姿

を捉えていくことである。 
 授業である㝈り㸪教材曲の指導上の位⨨付けを明

☜にした上で⾜わなければならない。また㸪小学⏕㸪

中でも低学年の子どもを対㇟にした場合㸪その教材

曲の取り上げ方やⓎ問に工夫が必せである。それゆ

え㸪実㝿の授業を㐍めるのは㸪㡢楽の教師が主体と

なる。 
 その中で作曲家のどⅬは㸪子どもの姿を別のぢ地

から捉え┤したり㸪指導の仕方を┬みたりする上で㸪

とても㈗㔜になってくる。そしてそれが㸪より子ど

もに即した授業づくりに⧅がっていくのである。 
㸱 作曲家が授業に㛵わることの意⩏ 
 このように㸪作曲家⮬㌟が㛵わったこのような授

業では㸪作曲家と教師㸪そして子どもとの㛫に㸪作

品を㏻したコミュニケーションが成❧する。これが㸪

このような取⤌の意⩏である。図10は今回の実㊶で

の三⪅の㛵係を⾲したものである。 
 

  
 
 
 
 
 
図 10 ᮏ実㊶における作᭤家㸪ᩍ師㸪子どもの┦㛵

図 

 

 ≉に子どもについては㸪授業において作曲家とそ

の作品と出会い㸪教師を㏻してその作品について学

ぶことで⮬㌟の㡢楽をより㇏かなものにする。そし

て㸪その作品を㚷㈹した時の感想を㑏していくとい

う形で作曲家と⧅がっていくのである。 
 また㸪⌧代作品をベースにした㡢楽づくりそのも

のについて㸪 
  
  大抵の人は㸪喜んでいると思います。⮬分の作

品がⰍ々な形で⫈かれ㸪それによって㡢楽ⓗコミ

ュニケーションが成❧する㸪⣲敵な事です。 

  今後とも㸪こうしたヨみを⥅⥆されますように。 

 

と作曲家が㏙べている㸴㸧ことから㸪作曲家にとって

も㈗㔜な機会となっていることが❚える。授業を㏻

して⮬㌟の作品の⫈き手が増え㸪その⫈き手が⮬㌟

の作品を㏻して㡢楽ⓗに㇏かになっていくことは㸪

作曲家の意にἢうものでもあると⪃えられる こ

のような取⤌は㸪⌧代㡢楽を教材とするからでこそ

可⬟なことである。しかし㸪授業という場で作曲家

と教師が⤖び付くという機会は㸪ほぼⓙ↓とゝって

よい。 

 ㏆年㸪日本⌧代㡢楽協会主催の㡢楽づくりのワー

クショップ㸵㸧のように㸪作曲家と㡢楽教師の垣根を

取り払おうとするプログラムも⾜われている。また㸪

学⩦指導せ㡿においても㸪「拍⠇ⓗでないリズム,

我が国の㡢楽に使われている㡢㝵やㄪ性にとらわれ 

ない㡢㝵などを児❺の実態に応じて取り上げるよう

にすること。」㸦文㒊⛉学┬ 2018,p.133㸧とあるよ

うに㸪⌧代㡢楽とも㛵㐃が῝い様式の㡢楽を取り上

げていくことを推奨している。作曲家と㐃携して授

業を⾜っていくことで㸪これまでほとんど⾜われて

こなかったであろう㸪⌧代の創作ά動の✵Ẽを取り

㎸んだ㡢楽教⫱が展㛤できるのではないであろうか。  

 

作

品
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し

た
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業 

作曲家 教 師 

子ども 

作品の教材化 
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おわりに 

 

 本実㊶に対する全㠃ⓗな協力㸪並びに本✏を書く

にあたって楽㆕や⚾信の引⏝を快ㅙいただいたⳢ㔝

⏤弘Ặに対して㸪῝くお♩を⏦し上げる。この実㊶

を㏻して㸪子どもの成㛗を共に喜べたことを⣊とし

て㸪今後もこのような実㊶に取り⤌んでいきたい。 

 この実㊶を⤊えた後㸪「他に『ぢえる形のシステム』

があれば教えてください」と尋ねると㸪《光のṧ像

Ⅰ―ピアノのためのー》の CDと楽㆕を㏦ってくださ

った。今度はこの曲を教材化して授業を⾜っていき

たいと⪃えている。 

 

【ὀ】 

㸯㸧㏆⸨は㸪Kondo㸦2017 p.47㸧で㸪このパネルデ

ィスカッションについて‘One of the panelists in 

today’s discussion made a very interesting 

presentation about his successful cases of 

using contemporary avant-garde music classes.’

と振り㏉っている。またパネルディスカッション

の┤後に「このような取り⤌みに対してどのよう

に思われますか」と問い掛けたところ㸪「これを子

どもがつくった作品と呼ぶことに対しては抵抗が

あるが㸪㸦取り⤌み⮬体は㸧いいんじゃないかな思

う。」と⟅えていた。 

㸰㸧2016年 8月 21日に北ᾏ㐨教⫱大学岩ぢἑ校で

⾜われた日本学校㡢楽教⫱実㊶学会➨ 21 回全国

大会でのⓎ⾲時に佐⸨はその旨を㏙べていた。 

㸱㸧例えば㈨料 2㸦楽㆕㸧及び 3㸦㡢声データ㸧の《㡢

の㝵ẁ》を常時ά動で歌うことで㸪㘽┙上の㡢㧗

が半㡢単位で構成されていること㸪またグリッサ

ンドを㏻して㡢㧗は低㡢から㧗㡢まで㐃⥆ⓗであ

ることを学⩦するようにしている。 

㸲㸧指導案上では全 8時㛫のィ⏬であったが㸪㡢楽

づくりに少し時㛫をせしたため全 9時㛫となった。 

㸳㸧本✏を書くにあたって楽㆕や⚾信の引⏝をお㢪

いした㝿の㸪2018年 1月 22日の㏉信メールにお

いて。 

㸴㸧同上。 

㸵㸧例えば 2017年 3月 11日に東京㡢楽大学で⾜わ

れた「⌧㡢 㡢楽づくりワークショップ 2017 

vol.4 リゲティ㸤北∎㐨夫作品を基に“㡢楽づく

り”を楽しもう㸟」には㸪多くの⌧代日本の作曲

家が参加し㸪㡢楽教師とともに㡢楽づくりを⾜っ

ていた。 
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２年１組 音楽科学習指導案 

題材名 白と黒で音楽をつくろう 

教材名 《星の死》，「白と黒で音楽をつくろう」 

平成２９年６月２０日（火）第５校時 

指導者 神戸市立水木小学校 松下 行馬 

１．題材について   

（１）ねらい 

・音高の組み合わせやその違いによる響きの面白さを感じ取って聴いたり，それを生かして旋律をつくったりする。 

・リズムや音域を変奏させることによって新しい旋律をつくることができることの面白さを生かして，班で１つの音楽をつ

くる。 

（２）題材観（小学校部会テーマ「いいね！おもしろいね！みつけようよ音楽の魅力」との関連） 

音高を自ら操作することを通して，音楽における音高の働きが生み出すよさや面白さを感じ取ることをねらいとした本題材

である。音高の組み合わせを工夫することでいろいろな響きの旋律が生まれることの面白さを感じ取った児童が，友達と音を

介して対話しながらその組合せ方を工夫し，１つの旋律をつくる。また音域やリズムを変奏することで，１つの旋律から新し

い旋律をつくることができることの面白さに気付いていく。そして，それらの旋律及びその変奏をどのように組み合わせてい

けばよいかについて，その響きに耳を傾けながら，一人一人が思いや意図もってグループで１つの音楽をつくることができる

題材である。 

（３）児童の実態と目指す子供像 

音楽づくりに関する学習は，1年生の３学期の「数え唄をつくろう」，２年生の５月の「ことばをつないでリズムをつくろう」

で，自分たちで音楽をつくることの楽しさを感じ取っている。ただこれらの学習では，ことばの音数に基づいたリズムづくり

が主であり，音高を操作する音楽づくりは初めてとなる。 

本題材を通して，音楽を形づくっている要素としての音高の働きに興味をもつとともに，音高の組み合わせによって様々な

響きが生まれることのよさや面白さを感じ取りながら聴いたり，組み合わせ方の違いから生まれる響きの違いを生かし，思い

をもって簡単な音楽をつくったりする力を身に付けるとともに，その経験を歌唱や器楽の活動にも生かすことができる子供を

育てたいと考えている。 

 

２．学習指導要領との関連 

 
Ａ表現 （３）音楽づくり イ 音を音楽に構成する課程を大切にしながら，音楽の仕組みを生かし，見通しをもって音楽をつくる

こと。 
Ｂ鑑賞          イ 音楽を形づくっている要素のかかわり合いを感じ取り，曲の構造を理解して聴くこと。 
〔共通事項〕 
音楽を形づく

っている要素

についての指

導内容 

旋律 反復（変化） 
・音高の組み合わせが生み出す響きの面白

さを感じ取って聴いたり，それを生かし

て旋律をつくったりする。 
 

・旋律の反復やリズム，音域の変化のよさや面白さ

を感じ取りながら楽曲の構造を理解して聴いてい

たり，それを生かして音楽をつくったりしている。 

３．教材について 

＜教材＞ 《星の死》 菅野由弘 作曲 

  １９７６年に作曲されたヴァイオリンとピアノのための作品。増四度，長三度，短ニ度をもつ４音の音型を基につくられ

たＣ－Ｆ#－Ｄ－Ｅ♭－Ａ－Ｅ♭－Ａ－Ｆ－Ｆ＃－Ｃ－Ｄ－Ｅ♭－Ａ－Ｅ♭－Ｂの１５音の基礎音列＝旋律の反復と変化を

軸につくられている。音高の組合せ方が旋律の響きに関わっていることに気付いたり，音域やリズムを変化させることで１

つの旋律からまた違った響きが生まれることの面白さを感じ取ったりするのにふさわしい教材である。 

＜教材＞ 「白と黒で音楽をつくろう」  

  音高の組合せを工夫して旋律をつくったり，その旋律を音域やリズムを変化させて変奏させてグループで１つの音楽をつ

くったりするためのオリジナル教材。《星の死》の楽曲構造を援用し，鑑賞との関連を図ることができるようにしている。ま

た，グループの音楽の中で，個人に音域やリズムを決めることができる部分を設けており，一人一人のアイディアを取り入

れながらグループで１つの音楽をつくっていくことができるようになっている。 
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４．「主体的・対話的で深い学び」に迫る３つの観点について 

（１）学習展開の工夫や意図 

音楽における音高の働きが生み出すよさや面白さを感じ取って聴いたり表現したりすることを意図して学習計画を立てた。 

常時活動では，「音高は低音から高音へと連続的になっている」「我々が普段親しんでいる音楽は，その中から１２の音高を

取り出し，それらを組み合わせてできている」という音高の本質的な性質について，オリジナル教材《音の階段》を用いて半

音階進行や連続的なグリッサンドを楽しみながら確認できるようにする。 

音楽づくりは，《星の死》をモデルにして行う。まず特徴的な音高の組合せで旋律が出来ていること，及びその旋律の音域や

リズムが変えなられながら変奏されていることを学んだ上で鑑賞し，どのように音楽をつくっていけばよいか，見通しをもつ

ことができるようにしている。 

グループでの音楽づくりは，トーンチャイムを活用するようにする。音高の順序， 音域，持続を容易に変えることができ

ることを生かし，音高の組合せを試しながら友達同士で意見を交換しながら音楽をつくっていくことができるようにしている。

また，オクターブの変化や音高間の時間的な長さの選択は個人個人に委ねる部分をつくるようにし，メンバーの一人一人の思

いや意図が反映できるようにしている。 

（２）発問の工夫 

 《星の死》の鑑賞では，「この曲の第一印象を簡単なことばで書きましょう」と問い掛ける。その上で，児童の楽曲に対する

印象が音高の組合せと関連していることにふれ，旋律における音高の組合せの働きに興味をもつことができるようにする。ま

た「基本の旋律と同じに聴こえますか？（どうしてそう思いますか？）」と問い掛け，元の旋律と比べながら，音域やリズムを

変えることでその響きが変化することの面白さに気付くようにする。 

 グループで音楽をつくる場面では，「この順番とこの順番では，どちらがよいと思う？」「高い方の音と低い方の音では，ど

ちらの音の方がふさわしいと思う」と発問し，いろいろなパターンの響きを比較しながら自分たちがより思いや意図をもって

工夫して旋律をつくるようにし，本題材のねらいに迫りたいと考える。 

（３）評価の工夫 

  「音楽への関心・意欲・態度」の観点について，トーンチャイムで即興的に旋律をつくったり，鑑賞で響きと音高の組合

せが関連していることに対して自分の意見を発表したり、ワークシートに記入しているかについて評価する。 

「音楽表現の創意工夫の」の観点について，音高の組み合わせることでいろいろな響きの旋律が生まれることの面白さに気

付いた児童が，その組合せが醸し出す響きの違いを生かして旋律をつくっているかを評価する。グループで１つの旋律をつく

る時に，どの組合せがよいか自分の考えをもてていれば評価できると考える。 

またリズムや音域を変化させると新しい旋律が生まれることに気付いた児童が，オクターブの変化や音高間の時間的な長さ

の選択をグループのメンバー一人一人に委ねる部分で自分の思いや意図をもって旋律を変奏させているかを評価する。鑑賞の

活動を通して学習した変奏の方法を用いて工夫ができていれば評価できると考える。 

５．題材の評価規準 

音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能  鑑賞の能力 

①音高の組合せが生み出す

響きの面白さに興味・関

心をもち，進んで学習に

取り組もうとしている。 
【関－①音楽づくり】 

②特徴的な音高の組合せ，

及びその変奏が生み出す

響きの面白さに興味・関

心をもち，進んで学習に

取り組もうとしている。  

【関－②鑑賞】 
③音高の組合せが生み出す

響きの面白さに，今後の

学習に生かそうとしてい

る。 

【関－③音楽づくり】 

①音高の組合せ方による響

きの違いを感じ取り，ど

のように旋律をつくるか

について見通しをもって

いる。 

【創－①音楽づくり】 
②音域の変化やリズムの変

化による響きの違い感じ

取り，どのように旋律を

変化させていくかについ

て見通しをもっている。 

【創－②音楽づくり】 

①旋律の反復や音域，リズ

ムの変化を工夫してグル

ープで音楽をつくる。ま

たつくった音楽の構成を

生かして表現している。   

【技－①音楽づくり】 

①旋律の反復や音域，リズ

ムの変化のよさや面白

さを感じ取りながら楽

曲の構造を理解して聴

いている。【鑑－①】 
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５．指導と評価の計画（全８時間） 

次 時  ○主な学習内容 ・学習活動 ◇教師の働きかけ◆評価規準 <評価方法> 

 

 

＜ねらい＞トーンチャイムで音楽ゲームをしたり《星の死》を聴いたりして音高の組合せが生み出すいろ

いろな響きのよさや面白さに興味，関心をもつ。 

第 

一

次 

第 

１ 

時 

○トーンチャイムについて知る。 

・楽器の特徴，基本的な奏法をしる。 

・音楽ゲームをする。 

 

◇音名表示，銀色と黒色の違いから，トーンチャイム 1 本 1
本が鍵盤に対応していることを理解できるようにする。また

音楽ゲームを通して様々な音高の組合せの響きの面白さを

感じ取るようにする。 
◆音高の組合せが生み出す響きの面白さに興味・関心をもち，進

んで学習に取り組もうとしている。  
【関－①音楽づくり】<行動観察> 

 

 

第 

２ 

時 

 

本

時 

○音高の組み合わせが生み出す響

きに注意して《星の死》を聴く。 

・旋律を構成する音高の組合せに注

意して《星の死》の前半を聴く。 

 

◇楽譜を提示し，基本の旋律の音高の組合せ，その旋律の変奏

のされ方を示し，特徴的な音高の組合せ，及びその変奏によ

って生み出される響きの面白さに興味，関心をもつことがで

きるようにする。 
◆特徴的な音高の組合せ，及びその変奏が生み出す響きの面白さ

に興味・関心をもち，進んで学習に取り組もうとしている。  
【関－①鑑賞】<発言内容・ワークシート> 

 

 

 

 

第 

 

二 

 

次 

＜ねらい＞旋律の反復や音域，リズムの変化を工夫してグループで音楽をつくる。 

第 

３

時 

○基本の旋律をつくる。 

・グループの基本の旋律をつくる。 

・それぞれの班がつくった旋律を聴

き合う。 

◇増四度音程を含んだ４音を指定しておき，これまであまり耳

にしない響きの旋律をつくることができるようにする。 
◆音高の組合せ方による響きの違いを感じ取り，どのように旋律

をつくるかについて見通しをもっている。 

【創－①音楽づくり】<行動観察・発言内容> 
 

第

４ 

・ 

５ 

・

６

時 

○グループで基本の旋律をもとに

して音楽をつくる。 

・担当の楽器と役割を決める。 

・旋律の反復や音域，リズムの変化

を取り入れてグループの音楽を

つくる。 

 

 

 

◇８人グループでトーンチャイムを用いるようにし，反復や音

域，リズムの変化を取り入れやすくする。 

◇《星の死》で取り入れられた音楽的アイディアを確認し，実

際の音楽的な効果を想起しながらグループの音楽をつくる

ことができるようにする。 
◇時計の秒針を規準にそれぞれのセクションの開始，終了のタ

イミングをはかるようにし，グループの音楽の時間的な流れ

を考えながらつくることができるようにする。 
◇毎時間，できたところまでを発表し合い，グループごとの音

楽の違いの面白さを感じ取るとともに，アイディアを取り入

れたり，より工夫をしたりしながら自分たちの音楽をよりよ

いものにしていこうという気持ちをもつことができるよう

にする。 
◆音域の変化やリズムの変化による響きの違い感じ取り，どのように

旋律を変化させていくかについて見通しをもっている。 

【創－②音楽づくり】<行動観察> 
 

第

７ 

時 

○発表会をする。 

・お互いの音楽を相互鑑賞する。 

◇それぞれの班の基本の旋律を確認し，その変奏の仕方に注意

して相互鑑賞できるようにする。 

◆旋律の反復や音域，リズムの変化を工夫してグループで音楽を

つくる。またつくった音楽の構成を生かして表現している。   

【技－①音楽づくり】<作品聴取，表現聴取＞ 

 ＜ねらい＞音楽づくりの学習を生かし，旋律の反復や音域，リズムの変化のよさや面白さを感じ取りなが

ら楽曲の構造を理解して聴く。また，音楽づくりの経験を今後の学習に活かそうとする態度をもつ。 
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第

三

次 

 

第 

８

時 

○楽曲の構造に注意して《星の死》

を全曲聴く。 

・旋律の反復や音域，リズムの変化

のよさや面白さを感じ取って《星

の死》を聴く。 

 

○学習を振り返る。 

・ワークシートに感想を記入する。 

◇後半部の楽曲の構成を図で示したり，個々の部分を取り出し

て演奏したりして楽曲の全体像を理解して聴くことが出来

るようにする。 
◆旋律の反復や音域，リズムの変化のよさや面白さを感じ取りな

がら楽曲の構造を理解して聴いている。  
【鑑－①】<発言内容・ワークシート> 

 

◇各授業でのどのような活動をしていたかを確認し，学習内容

に対する感想を書くことができるようにする。 

◆音高の組合せが生み出す響きの面白さに，今後の学習に生かそ

うとしている。 

【関－③音楽づくり】<ワークシート> 
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６．本時の学習（２/８時） 

（１）ねらい    

 ・《星の死》を聴き，特徴的な音高の組合せ，及びその変奏が生み出す響きの面白さに興味・関心をもつ。 
（２）学習の展開と評価 

○学習内容 ・学習活動     ◇教師のかかわり   ◆評価規準 ・小評価 

○愛唱歌を歌う。 

 ・６月の歌《にじ》 

 

 ・《音の階段》 

 

 

 

○《星の死》を聴く。 

 ・冒頭部分を聴く。 

 

 

 

 

 ・基本の旋律の特徴を知

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・基本の旋律の変奏の様

相について知る。 

 

 

 ・前半部を聴く。 

 

 

 

○次時の学習について知

る。 

 ・グループによる音楽づ

くりの方向性を知る。 

 

◇これまで学習したことを書き込んだ拡大楽譜を掲示す

し，歌い方を工夫できるようにする。 

◇ハンドサインを付けながら歌い，音程の変化を意識でき

るようにする。 

 

 

 

 

◇曲名は英語読みで提示し，イメージに左右されず響きに

注意して聴くことができるようにする。 

発問 

「この曲の第一印象を簡単なことばで書きましょう」 

◇音高の高低の移り変わりをピアノロール譜で表し，何音

でつくられている何種類の音高でつくられているか，一

番音程の変化が大きいところはどこかを確認しながら，

基本の旋律の特徴をつかむことができるようにする。 
◇増 4度音程が《音の階段》に出てくること，「悪魔の音

程（音楽の悪魔）」と呼ばれていたことを紹介し，曲の

感じには音の組合せが関係していることの面白さを感

じ取ることができるようにする。 

発問 

「基本の旋律と同じに聴こえますか？（どうしてそう思い

ますか？）」 

◇各々の変奏を取り出し，実演を交えながらもとの旋律と

比較しながら聴くことができるようにする。 

◇楽譜を掲示した上で，それぞれの変奏において基本の旋

律がどのように変わっているかを示し，実際の響きと変

奏の様相を結び付けながら聴くことができるようにす

る。 

 

 

◇《星の死》の作曲者のアイディアで自分たちも音楽をつ

くることができることを知らせ，次時からの音楽づくり

に対する興味・関心を高めることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・進んで発言している児童を

褒める。また的確な発言を

している児童の意見を全

体に広める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆特徴的な音高の組合せ，及

びその変奏が生み出す響

きの面白さに興味・関心を

もち，進んで学習に取り組

もうとしている。    

【関－②鑑賞】 

<発言内容・ワークシート> 

（３）本時の評価について  

（Ｂ）と判断するポイント 

 特徴的な音高の組合せ，及びその変奏が生み出す響きの面白さに関わる発言をしたり，ワークシートに記入したりしているか。 

（Ａ）と判断する状況例 

 同じ旋律を変奏することで新しい旋律をつくり出すことができることの面白さに関わる発言をしたり，ワークシートに記入したり

している。 
（Ｃ）と判断する児童への手立て 
 「基本の旋律がピアノではゆっくり，ヴァイオリンでは速く演奏されているのが重なっているのを聴いてどう思う？」のように，

具体的な場面についてどう感じるかを問い掛け，特徴的な音高の組合せやその変奏が生み出す響きの面白さに気付くようにする。 

「き本のせんりつ」にちゅういして《イクスティンクション オブ ア スター》をきこう 
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㸯 ࣜ࢝ࢧࢵࣃア 

ク௦の㡭にㄌ⏕したኚዌࢵࣟࣂサカࣜアはࢵࣃ 

᭤の୍✀で㸪3 ᢿᏊをᇶᮏとし㸪≉ᐃのࣂスの

㸦basso ostinato㸧にᇶづいてኌ㒊がつくられる。

ྠ௦にやはりᩘከくつくられたシࣕコࣥࢾとはほ

ぼྠ⩏である。J.S.ࢵࣃ」ࣁࢵࣂサカࣜアࣁ▷

ㄪ,BWV.582」や㸪ࣁࢵࣂのこの᭤のࣂスにᇶづいて

᭩かれた࣒࣮ࣛࣈスの㡪᭤➨㸲␒㸲ᴦ❶などが᭷

ྡである。20ୡ⣖になっても࣐ࣝタࣥやウェ࣮ࣝ࣋

ࣥなど㸪ከくのస᭤ᐙがࢵࣃサカࣜアを᭩いている。 

 

㸰 ࣜ࢝ࢧࢵࣃアと㡢ᴦづくり 

 このࢵࣃサカࣜアをコࣥサ࣮ࢺయの࣐࣮ࢸとし

てᥖげたのが㸪1998ᖺ 11᭶ 15᪥にᇸ⋢┴㉺㇂ᕷの

㉺㇂サࣥシࢸィ࣮ࣝ࣍で㛤ദされた「㟷ᑡᖺᑡዪⱁ

⾡⚍」᭱⤊᪥のコࣥサ࣮ࢺであった。コࣥサ࣮ࢺの

㸯㒊ではࣁࢵࣂと࣐ࣝタࣥのࢵࣃサカࣜアをサࣥシ

が₇ዌし㸪ᚋ༙の㸰㒊ではイギࣝࣈィ࣭アࣥサࣥࢸ

ࣜスからチェࣜスࢺの࣐シ࣮࣭࣮࣮ࣗࣜࣂを㏄え、

⥲ໃ 600ேが⯙ྎにのって㸪このコࣥサ࣮ࢺにඛ㥑

けて㡢ᴦづくり࣮࣡クシࣙࣉࢵでつくったࢵࣃサカ

ࣜアをⓎ⾲しྜう㸪つᶍな₇ዌだった。 

 この「みんなのコࣥチェࣝࢺ〜チェࣟとオ࣮ケス

とᕷẸཧຍによる」では㸪ᑠ୰Ꮫᰯのඣ❺⏕ᚐࣛࢺ

350 ྡにຍえ、୍⯡ᕷẸやᆅඖの㡢ᴦᅋయ㸪さらに

はࣟࣉのオ࣮ケスࢺ 㸦ࣛサࣥシࢸィ࣭ アࣥサࣥࣝࣈ㸧

や㑥ᴦの₇ዌᅋయ㸦⌧௦㑥ᴦ◊✲ᡤ㸧もཧຍし㸪そ

れぞれのグ࣮ࣝࣉが୍つのࢵࣃサカࣜアの࣐࣮ࢹで

㡢ᴦをつくり㸪さらに㸪ほᐈဨがኌでཧຍするሙ

㠃もタᐃされた。それぞれのつくった᭤をまとめた

のは㡢ᴦ┘╩のᆤ⬟⏤⣖Ꮚであった。 

 この㸪㡢ᴦづくりのために➹⪅がᥦ౪したのが㸪

ḟの「ࢵࣃサカࣜア」の࣐࣮ࢸであった。 

 

Figure 1.㉺㇂࣮ࣝ࣍ࢸࢩࣥࢧでの「ࣜ࢝ࢧࢵࣃア」 (1998) 

 

アࣦࢻァ࣮ࢨから                         

 について࣐࣮ࢸアのࣜ࢝ࢧࢵࣃ

  ᆤ⬟ඞ⿱㸦స᭤ᐙ㸧 
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 ３ パッサカリアのテーマ 

このテーマには３つの特徴がある。 

 １つは２種類の「全音音階」でできていること。

前半の６音が１つ目の全音音階，後半の６音がもう

１つの全音音階である 

 ２つ目に、その２つを並べると「12音音列」にな

っていること。 

 そして３つ目として，その 12の音のどこから始め

ても「ド・レ・ミ（逆行だとミ・レ・ド）」になって

いることである（Figure 2）。

 

 

Figure 2. パッサカリアのテーマ 

 

 

４ TASモデルをもとにした授業におけるパッサカリア 

 それから約 20年の間に同テーマをもとにした，音

楽づくりワークショップが「新しい音楽教育を考え

る会」などでも行われてきたが，今回はTASモデル

をもとにした小学校の授業で扱うことになった。こ

こでは，Teacher 中山純子教諭の授業のもと，

Adviser として坪能克裕がパッサカリアのテーマを

提供し，また，このテーマをもとにした「ヴァイオ 

 

リンとピアノのためのパッサカリア」を作曲した。 

授業の中でこれを世界初演したのがヴァイオリン

（吉江美桜）とピアノ（大竹紀子）の２人の演奏家

であった。こうして，子どもたちは，自分たちと同

じテーマでつくられた曲の生の演奏を教室で実際に

聴くことによって，このテーマの面白さや可能性に

気付いていったのである。 

 

【録画資料１】坪能克裕「ヴァイオリンとピアノのためのパッサカリア」（2019）の授業での演奏 

 

 全曲を通してパッサカリアのテーマが８小節単位

で繰り返し織り込まれていて、テーマと 10のヴァリ

エーションでできている。10番目のヴァリエーショ

ンに入る前に、演奏者任意の同テーマによる即興を

加えることも可能になっている。 

 テーマは前述したように二つの全音音階で、副テ

ーマはテーマから生まれるド・レ・ミ（逆行はミ・

レ・ド）、その二つのつなぐ二度音程（長二度と短二

https://www.icme.jp/jd/04/douga1.html
坪能由紀子
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Passacaglia
for Violin & Piano

TKePe

Katsuhiro Tsubonou
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䠔䡚䠏２小節ほどのテーマからの即興を入れてもよい。入れないときは  J  から直ぐ  L  へ入る
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ピアニスト。武満徹やヘンリー・カウエルなどの現代曲を取り入れた演奏活動を展開しながら、音楽教育学研究にも取り組む。ジュリアード音楽院、大学院ピアノ科修了、メリーランド州立大学音楽学部ピアノ科博士課程修了。DMA（音楽芸術博士）。東京音楽大学教授。第12回東京音楽コンクール第３位、第８４回日本音楽コンクール第3位、桐朋大学音楽学部を首席で卒業。東京交響楽団、新日本フィルハーモニー交響楽団、ニューシティ管弦楽団などと共演。�
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ピアノの㛫㏆

で㸪演奏する

手の動きや息

づかいを感じ

て㚷㈹する。 

 

演奏に合わ

せて㸪⮬分た

ちの「ラ」を

即⯆的に加

える。 

 

「中」の㒊分

を演奏し㸪

Supporterが

演奏の印㇟を

伝える。その

後㸪再度㸪演

奏をする。 
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【㡢声㈨料㸯】板橋区立⯚渡小学校㸲年生の児童の作品と演奏㸯 

 

【㡢声㈨料㸰】板橋区立⯚渡小学校㸲年生の児童の作品と演奏㸰 

 

【㡢声㈨料㸱】板橋区立⯚渡小学校㸲年生の児童の作品と演奏㸱 

 

 

 

https://www.icme.jp/jd/04/iijima1.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/iijima2.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/iijima3.mp3
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ワークシートやᥖ♧≀

を工夫して㸪ねらいを

᫂☜にしたり㸪⮬分が

何をつくったかをグ㘓

し㸪共᭷したりする。 

大学㝔⏕が㸪即

⯆ⓗな₇奏のぢ

ᮏを♧し㸪その

助を受けなが

ら㸰人ずつ即⯆

ⓗに₇奏する。 

  

㸰㸪㸱学⣭合同

で㚷㈹する。 

Supprterは㸪ピ

アノ㏆くに⛣動

してもよいと告

げる。 
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【音声資料４】 つくば市立春日学園義務教育学校５年児童作品と演奏１ 

   （菊池康子） 

 

【音声資料５】 つくば市立春日学園義務教育学校５年児童２ 

 

【音声資料６】 つくば市立春日学園義務教育学校５年児童３ 

 

【音声資料７】 つくば市立春日学園義務教育学校５年児童４ 

  

【音声資料８】 つくば市立春日学園義務教育学校５年児童５ 

 

【音声資料９】 つくば市立春日学園義務教育学校５年児童６ 

 

【音声資料 10】 つくば市立春日学園義務教育学校５年児童７ 

 

 

 

https://www.icme.jp/jd/04/kiku4.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/kiku5.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/kiku6.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/kiku7.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/kiku8.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/kiku9.mp3
https://www.icme.jp/jd/04/kiku10.mp3
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㸯 授業グ㘓 

導入 

 ⑴ サポーターを歓㏄する㡢楽を演奏する 

 ・何人かがソロを担当し㸪ロンド形式㸦ABACADAEA㸧

で演奏する。ベース㸪コードを入れる。 

㸺T㸼始め方㸪曲が変化する時の合図㸪独奏担当

生徒の使う㡢➼を☜ㄆする。 

㸺C㸼㡢をよく⫈きながら演奏する。 

【㡢声㈨料 11】 

 

展㛤 

 ⑵ サポーターの演奏を㚷㈹する 

 㸺T㸼⫈き方の☜ㄆ㸦3曲⥆けて演奏する。㡢を出

さない。メモはしてもしなくてもよい➼。㸧 

㸺C㸼ピアノやサポーターの㏆くや㸪少し㞳れたと

ころなど㸪思い思いの場所で⫈く。 

 ⑶ 感想を自由に発言する 

第㸯番について 

 㸺C㸼・㸯つの㡢しか使っていないところが⮬分た

ちの㡢楽と共㏻している。 

    ・㏿くなると⮬分の㰘動も㏿くなる。 

    ・同じパターンが⧞り㏉されていた。 

    ・同じ㡢でも㐪う㧗さの㡢を使っていた。 

㸺S㸼・様々な㧗さの「ラ」の㡢を出す。 

㸺C㸼・1つの㡢なのに強弱が㐪うと㐪う㡢に⫈こえ

る。 

   ・本当に「ラ」の㡢だけなのか㸽   

㸺S㸼最後の㒊分のみを演奏する。 

   最後は「レ」でした。 

㸺C㸼・ずっと「ラ」を⪺いていると洗⬻されて㸪「レ」

も「ラ」に⫈こえる。 

・ユーフォニウムを吹いたとき㸪「ラ」も「レ」も同

じ指使いだった。 

㸺S㸼光の三原Ⰽと同じように㡢にも倍㡢があって㸪

㐪う㡢が⫈こえる。 

㸺T㸼「ラ」の㡢の主成分の㸷㸮㸣くらいは「ラ」で

も残りは㐪う㡢が含まれている。 

第㸰番について 

㸺C㸼怪しい感じがする。 

㸺T㸼なぜ怪しく⫈こえるのか㸽 

㸺C㸼低い㡢が多い。㧗い㡢が多い。㡢がうねうねし

ている。 

㸺T㸼㯮い㘽盤を使っている。2つの㡢の㑅び方㸪弾

き方で㡢楽の㞺囲気が変わる。 

   何✀㢮かの 2㡢の⤌み合わせを引いて⫈かせ

る。 

㸺C㸼右手は消えそうで㸪左手はゆったりとした感じ

で役割が㐪うところがあった。 

㸺S㸼その㒊分を引いて⫈かせる。 

第㸱番について 

㸺C㸼・リズミカル 

   ・テンポが㏿く㸪爽快感がある。 

   ・㏣いかけっこみたい。 

㸺T㸼「ド」「ミ」「ソ」を使っていただが㸪この 3

つの㡢に仕掛けがある。 

㸺S㸼「ミ」と「ミ♭」を同時に使っている㒊分をゆ

っくり弾く。 

㸺T㸼白い㘽盤の「ミ」も㯮い㘽盤の「ミ♭」も使っ

ている。㛗三和㡢と短三和㡢を弾く 

※ ティーチャーは㸪生徒たちが⪃える時㛫を㐺 

 Reporterから 

  

                   Reporter 㣤島 千夏㸦板橋区立舟渡小学校㸧 

https://www.icme.jp/jd/04/imai11.mp3
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 宜取りながらも㸪テンポよく授業を㐍めていく  

 ので㸪生徒の㞟中力が㏵切れることがなかった。 

  また㸪感じたこと㸪気付いたことをなかなかう  

 まくゝⴥにできない生徒の発ゝは㸪じっくりと 

 待ったり㸪ゝⴥをゝい換えてあげたりしていた。 

 このことは㸪㡢楽をゝⴥで⾲現するためのㄒ彙 

 が増えていくと感じた。 

※ 生徒の発ゝわかりやすくするため Supporter 

 はその㒊分を㸪時にはゆっくりと㸪時にはある 

 㡢を強ㄪして演奏したため㸪クラス全員が一人 

 の気付きを共有することができた。 

 

まとめ    

⑷ 聴いたことを自分の作品に生かす 

㸺T㸼今日⫈いたことを一つでもいいから⮬分の作

品でヨしてみよう。 

㸺C㸼Tの伴奏で演奏する。㸯㡢でオクターブを使う。 

㸺S㸼㸯つの㡢に㝈定して㸪あえて伴奏に合わせない

ところが㠃白い。はずすという意思をもって

やるとよい。 

㸺S㺃T㸼TのベースとコードにSが合わせない外した

㡢楽を即⯆的に演奏する。 

㸺C㸼Tの伴奏で演奏 

㸺S㸼あるパターンを⧞り㏉しているので次が想像

できるが㸪強ㄪするところを変えているので

㡢楽が変化している。 

 
㸰 考察 

 㸯分⛬度の短時㛫で本時に知ぬしたことと感受 
したことを⮬分たちの作品に生かしていた。 
これは㸪日㡭から㡢楽を形づくっているせ⣲と㡢 

楽との㛵㐃について学んでいた成果だと思う。 
それに対するサポーターの感想が㸪生徒たちの㡢

楽ほを広げていたように感じた。 
 授業⪅は㸪TASの意⩏を次のように捉えている。 

◯まず㸪専㛛家の演奏に惹き㎸まれる。㡢㡪・㡢   

 楽を丸ごと味わおうとする。 

◯その感動をもとに㸪作品や演奏について具体 

 的に捉え㸪捉えたことを人に伝えようとす 

 る。 

◯「使う㡢が㝈定されていても㇏かな㡢楽を生み

出せること」や「演奏⾲現の幅広さ」を知り㸪

⮬㌟の旋律創作や演奏に生かそうとする。 

◯授業では㚷㈹しない曲も含み『ムジカ・リチ 
 ェルカータ』を授業外に⮬分でも⫈こうとす 
 る。 

 ここからもわかるように㸪授業⪅は㸪TAS によっ

て生徒が生の演奏にゐれ㸪時✵をともにすること

によって味わい得る㡢の㡪きや㡢楽を全㌟で感受

し㸪生徒が心を動かされていく㐣⛬を㔜どし㸪TAS

に✚極的に㛵わろうとしている。また㸪その感動

を人に伝えたり㸪そこから⮬分の㡢楽にも生かし

たりことができるように㸪指導ィ画や発問の内容

を工夫している。さらに㸪TASの学⩦が本授業内に

留まらず㸪現在求められている「♫会や生活の中

の㡢や㡢楽㸪㡢楽文化と㇏かに㛵わる」㈨㉁・⬟

力の⫱成にもつながるように企図している。これ

らのことは㸪TASが学校の㡢楽⛉教⫱に果たす役割

として㸪今後もその意⩏を⪃える上で㸪㔜せなど

点となる。 

  中学校であっても㸪小学校同様にピアノのそばで

⪥をそばだて目を凝らしてピアノを弾く演奏家の

姿を捉えている生徒たち。そこから得たものは㸪

小学校の児❺以上に㸪⣽㒊にわたる㡢や㡢楽につ

いての気付きであった。TASによる授業が㸪生徒の

作品にどのように生かされたのか㸪その作品を是

㠀⫈いてみたいものである。 

㸦本授業グ㘓は㸪㣤島千夏氏による授業グ㘓に   

  Adviserの石上が付グしている。㸧 
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㸯 「ムジカ・リチェルカータ (Musica ricercata)」   

に寄せて 

これまでリゲティの作品は㸪ブラームスに捧げら

れベートーヴェンの《告別ソナタ》のモティーフを

引用した㸪きわめてユニークな㸦そして極め付きの

㞴曲でもある㸧《ホルン三㔜奏曲》や㸪オペラ《ル・

グラン・マカーブル》からのアリア〈マカーブルの

⛎密の儀式〉などを⸤大や東京文化会㤋など㸪東京

のホールで公㛤演奏して参りました。 

《ホルン三㔜奏曲》には㸪たとえば➨㸱楽❶でヴ

ァイオリンとピアノが一⣒乱れずマーチを演奏…の

はずが㸪㏵中から 16分㡢➢単位でズレが生じ㸪さら

に次の▐㛫には 8分㡢➢単位でズレていく㸪という

仕掛けによって㸪⫈⾗にはあたかも眼前でのハプニ

ング㸦実㝿にこのズレを正☜
・ ・

に
・

演奏するのは⮳㞴の

業です㸧が㦫きと強い⥭張をもたらすというユニー

クな点があります。一方の《ル・グラン・マカーブ

ル》では㸪⯙台上でソプラノ歌手とともにピアノを

弾きながら叫び㸪ピストル㸦おもちゃ㸧を構え㸪床

を強く㋃み㬆らし㸪ホイッスルを吹く㸪など◚天Ⲩ

な演出を伴うもので㸪やはりそこにいる演奏⪅㸪⫈

⾗の双方を独特の世界に強く引きずり㎸むものでし

た。 

リゲティには他にも㸱巻からなる《エチュード

㞟》㸪《㸰台ピアノのための㸱つの小品》や《ピアノ

協奏曲》のほか㸪多✀なアンサンブルのために書か

れた作品のほぼいずれにも㸪テクノロジーの現代に

在って㸪あえて生㌟の人㛫に㧗度なテクノロジーに

挑ませる㸪ともいえる㉸人的な㞴技巧に加え㸪㐣去

の作品からの引用や暗喩を伴う作品など㸪⫈き手に

対しても問㢟提㉳を⾜うかのようなリゲティの作品

⩌に㨩了され㸪いつも演奏の機会を❚っておりまし

た。 

それは初期の《ムジカ・リチェルカータ》につい

ても同様で㸪きわめて原始的な発想から㸪あれだけ

の㡢楽的充実を味わわせる作品をいつか公㛤で演奏

したいと㸪ずっと㢪っておりました。▼上則子先生

からの今回のお申し出は㸪まさにこの作品の演奏に

ついて理想的な⫈⾗と環境が整ったおヰであり㸪二

つ㏉事でお引き受けいたしました。 

 

㸰 㸱つの学校での演奏 

 基本的には「いまの⚾にできる㝈りの形でリゲテ

ィ作品の㨩力を伝えたい」㸪という思いで準備と演奏

を⾜いました。 

 ⯚渡小学校㸪春日学園㸪上原中学校での演奏は㸪

それぞれの先生方のお⪃えによって➨㸯曲目以外の

プログラムはⱝ干異なるものが求められました。 

Supporter としての⚾の仕事は㸪ほぼ演奏に特化

した役割から㸪演奏後も✚極的に㡢楽や創作につい

てㄒり㸪また児❺・生徒の活動にコメントしつつ協

働するものまで学校によって様々でした。演奏につ

いての児❺・生徒からの反応はいずれも手応え充分

なもので㸪「リゲティの㠃白さ」を㏻じて㸪「㡢楽の」

「生演奏の」「ピアノの」「リズムの」「㡢Ⰽの」「✵

㛫の」などあらゆる「㠃白さ」を一⥴に感じてもら

えた様子でした。 

そもそも㡢楽作品はどのように生まれるのかとい

う問㢟㸪「月を眺めながら❆㎶に佇んでいたら曲が浮

かんできた」といったロマンティックなイメージと

㸱 Supporterから 

                         

                                                Supporter 野田 清㝯㸦東京学芸大学㸧 
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は異なる，ひとつの刺激的なコンセプトに触れ，自

ら試みた彼らのこれからの音楽観を想像するだけで

ワクワクします。 

演奏後の授業の展開については，事前の先生方と

の打合せ，といったいわばお約束事項を越え，どん

な発想が飛び出すか予想のつかない現場で何ができ

るか（あるいは待つべきか）を模索し，先生と児童・

生徒，そして彼らの演奏のヘルプに来た藝大の学生

さん達との関係が単一方向にならず双方向に持てる

よう留意しながらの――ある意味それ自体が即興ア

ンサンブルのような――時間となりました。 

そのような環境においても児童・生徒から音楽的

に必要な最低限の緊張以外は楽にさせ，自由な感受

や意見を引き出そうとする，先生方のプロフェッシ

ョナルなお仕事に触れることができて敬服し，私自

身，多くの学びがありました。 

 

３ TASモデルへの期待  

 音楽が一部の限られた人たちのものでなく，誰に

とっても近しいものとなるために，これからも積極

的かつ多彩なアプローチによって，音楽を斬り，拓

いて，児童・生徒と先生，そしてそこに関わるサポ

ーターのすべてが一緒に学び，そこから享受してい

かれることに期待しております。 

ここでのサポーターの役割は，非常に重要な責任

をもつもので，容易でない事を実感いたしました。

音楽的に妥協のない演奏はもとより，現場の意向を

汲んだ柔軟な姿勢によって学校に芸術音楽を届けら

れること，また演奏や教育，創作といったプロセス

についても児童・生徒の見ている世界を追体験しつ

つ，そこに関わる人々と分かち合えること。それが

できる演奏家（や作曲家）を探し，このような活動

を継続いただく事こそが，音楽や音楽界にとって実

りある明日を生むものと大いに期待しております。 

 

４ 学校への期待 

 音楽のもたらす感動は，表面的な巧拙をある意味

で超えたところにあり，また音楽への興味・関心に

ついても，知識や感性だけで計れない「出逢い」が

重要であると思います。音楽のプロであり，教育の

スペシャリストである学校現場の先生方が，そうし

た「出逢い」を提供する可能性は高いでしょう。 

先生方にはつねに心の窓を開き，音楽的に凝り固

まることなく柔軟かつ自然体で学び，感じる心とと

もに児童・生徒との素晴らしい音楽の時間がもたら

されるよう願っております。 

 

 

【音声資料 12】 

Ligeti, MusicaRicercata より I, VII, VIII      

 子どもたちの前での演奏 

 

 

 

https://www.icme.jp/jd/04/noda12.mp3
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インタビュー  音楽づくりにおける作曲家と演奏家の役割 

Fraser Trainer(作曲家，ワークショップ・ファシリテーター)  

Simon Haram (saxophone，ワークショップ・サポーター)  

聞き手：坪能由紀子 

通訳：今田匡彦 

  2017 年 8月 10 日に東京成徳大学で開催された第 11回「新しい音楽教育を考える会」夏の研究会では，

1980 年代からイギリス，主にロンドン・シンフォニエッタで音楽づくりワークショップを展開し，日本でも

小学校でのワークショップをはじめさまざまな形で音楽づくりに関わってくれた作曲家のフレイザー・トレ

イナー氏（以下、フレイザー），そしてイギリスを代表するサクソフォン奏者のサイモン・ハラム氏（以

下、サイモン）を招待して，音楽づくりワークショップをやってもらった。フレイザーは現在ではロンド

ン・シンフォニエッタ以外に、ベルリン・フィル、ロンドン・シンフォニー、メルボルン・シンフォニー、

など世界の名だたるオーケストラでワークショップを行っている。ワークショップでできた作品をみんなで

演奏した後，彼ら二人に坪能からインタビューをした。今まで音楽づくりにどのように関わってきたのか，

音楽づくりにプロの音楽家はどのように関われるのか，その意味は何かなど，この号の特集「Creative 

Music と作曲家」にまさに真正面から切り込んでいくインタビューだったと思う。 

 フレイザーが Creative Music に取り組んだきっかけを、彼は，一人で紙に向かって孤独に曲をつくるので

はなく，さまざまな人と交流しながら音楽をつくりたかったからだと述べている。彼はワークショップで，

他の作曲家や演奏家，そしてクラシックではない音楽家たち，子どもたち，アマチュア，学生，さらには刑

務所の囚人たちともワークショップを通じて音楽をつくってきた。そしてそれぞれの人たちと，全く異なっ

た音楽経験をすることができたと述べている。彼はクリエイティヴィティとコミュニケーションを分けて考

える必要はなく，本当にクリエイティヴに音楽活動をしたかったら，人々がどんなふうに反応するのかを見

ながら関わっていくことが大事であるともしている。作曲家としての彼の仕事は，プロジェクトのクリエイ

ティヴな活動の全体像を把握し，アイディアを提供し，プロジェクト全体がどのように芸術的に機能するか

について，ヴィジョンを持つことなのである。 

 一方，サクソフォーン奏者であるサイモンは，自分はプロセスに関わることが大事だと述べる。ワークシ

ョップで参加者が自分の考えを実現することに困難を感じた時，ヒントを与えたり，音を例示したりする。

またフレザーだけでなく，もう一つの目を与えること，つまり演奏家も全体を見渡しつつ，音で人々を支え

ることが大切だと述べているのである。 

 筆者にとっては，このインタビューによって，彼らから音楽づくりに作曲家，演奏家として関わってきた

体験をこうして聞けたことは，この年からスタートさせたプロジェクト研究「学校と社会を結ぶ音楽教育」

（日本音楽教育学会 2017−19）の出発点でもあったのである。（坪能）  

 

【録画資料１】フレイザーレザーとサイモンへのインタビュー 

https://youtu.be/c7E43WNoPwk
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̷̙͍̪̝̖̋͐̅ɀɁb˛́: ̵̡̮͇̉͐̕˨ʩƂōȠ 
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Visualizing the Soundscape: Sonography and Music Education 
 

Soichi KANAZAKI 
 

Abstract:  

The purpose of this paper is to develop a brand-new pathway between acoustic environment and musical expression.  

The Canadian composer R. Murray Schafer, who proposed the concept of soundscape, argues that the structural 

organization of soundscape and that of music was at one time assumed to be more or less coextensive.  This natural 

balance of relationship between soundscape and music, however, was broken off and somehow forgotten historically.  

As a result, the following two notations of sounds were created: 1) a descriptive feature to trace the acoustic 

environment itself (e.g., sonography); 2) a prescriptive feature to regulate sound as music (e.g., staff notation).  The 

author believes that the concept of sonography proposed by Schafer can play a significant role to make a linkage 

between acoustic environment and musical expression.  Referring to graphic score as a contemporary musical method, 

this paper attempts to contribute to that discourse. 

 

Keyword: sonography, graphic notation, soundscape, sound education 
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ʩƂȶǀ˨ʩǂ«˨ˉˊ 2ˤ˭�Ǌ̅ẁȊ˲ˠ˺˭ȶɊƝ˨˙˦̵̛͔̌͐̇͐ˮ̙͍̪̝̖̋

̷͐ǡǰ˫ˌ˓̵̡̮͇́̉͐̅̕ŁŹ˙˦ˉ́ʾ˄ʩ˅̅ě�˛́Ŀʯɕ sono ˨˄ɊʎƝ˅̅ě�

˛́ graphy ˎȈ˸�̄˗ˣˠ˕˭ǆɕˮ͔eÃǆɕ˫ˌ˓́˄ɥʩƞſŶ˅˼̵͔͇͍̝ɫ˭ǢB

µÓ˧ˈ̛͉͉́́͏̰͉̳̍ˎȚŹ˙ˠŠ�˄´˭ŏÀ̵̡̮͇͓͒̉͐̕˅͒ðƲ 2010͓˭˾ˊ˫

ƅʿ˪©ʧ˧ǆˉ˿̂˦ˉ́ʾ̵̛̌͐̇͐˭ŁŹ˙˦ˉ̵̡̮͇́̉͐̕˫ˮ͔£Ā�ˍ˿˭Ăʫ

̅x˓ˠ˄Ƕʩ £�˅˼͔ɪ˭�̀˭ʩ˭Lç˼ʰõ̅£��˫çȖ˙˦ˉˑ˄ʩ˭͎͍̩̊̌£

�˅˪˩ˎˈ́˻˭˭͔˞̂˿ˮ͔ʩǂ«̅Ɋɶ˙˾ˊ˨˛́˕˨ˮ|Ȣ˧ˈˣ˦˻͔ʩƂȶǀ˳˨Ȕ

ˎ́˕˨ˮ˪ˉʾ 

Vɶ˭˾ˊ˫͔ŕÁ˭̵̡̮͇̉͐̕˧ˮ̵̛͔̌͐̇͐˭Ķņ˛́˄̜͍̼͊˅˭=ŧˮ�ʣ˧ˈ



� ���

́˕˨ˍ˿͔˾̶̢̧͉̫̀̏̉˪ȶɊ˭ĦƝˎĎȽ˨˪́ʾ˞˕˧ŬǮ˧ˮ̵̛͔̌͐̇͐˫˾̀Ł

ǥ˗̂ˠɊɶǒ˪ȶɊ˨ȿǸǒ˪ȶɊ˭�Lǲ̅Ųƈ˛́ĦƝ͔̅<˫ǥ˙ˠˀ̵̡̮͇̉͐̕ˁ͔

˞˙˦ˀ�ĀƂɞˁ͔ˀʩƂōȠˁ˨ˉˊ̪̒͐͌͐̅§ǖ˨˙˦͔Ƅǹ˛́˕˨̅Ǘǒ˨˛́ʾ 

ˀ�ĀƂɞˁˮ͔1950ï˖̃˫͈̈̿̐˭(šÉˠˢ˫˾ˣ˦ȚŹ˗̂ˠ(šĪƝ˧ˈ́ʾ˞̂˷

˧˭ȼơʩƂ˧ðˑǆˉ˿̂˦ˉˠ˭ˮ͔�Ȑɞ˧ˈ́ʾ˕˭ȿǸǒɊɞƝ˧ˈ́�Ȑɞ˫˾̀

Ā(˿̂́ʩƂ˳˭̧͍̤̠̈͐˨˙˦͔̩͍̀͐͏̵͉̪̼͍̌˼̜͍ͅ͏̖̜͐˨ˉˣˠǀ�ʩƂ

˭(šÉ˿ˮ�ĀƂɞ̅ǆˉ½˺ˠʾ˕˭Ƃɞˮ͔ǉ�ǒ˪Ţù͔ɗɆœƝˮ˪ˑ͔˞̂˟̂(

�˫˾̀ǌ˪ˣ˦ˉ́ʾ˷ˠ�Ȑɞ˨ˮµˏˑǌ˪͔̀Ʈ¹ț˭Ɇʉ˭Ȧǈ˗ˎİ0˗̂˦ˉ́ʾ˙

ˍ˙˪ˎ˿͔ĊŮ˭ȿǸǒɊɞƝ˫˪̂ˠƮ¹ț˫˨ˣ˦ˮ͔˕˭Ȧǈ˪Ɇʉˎɿõ˪ɠİ˨˪

ˣˠ˕˨ˍ˿͔�ĀƂɞ˫˾́(�͔˞˭Ʈ¹ˮ͔�Ş˭ʛǕ˨˨˻˫ȷɸ˙˦ˉˣˠʾ 

˷ˠ͔ŖŬ˫ˌ˓́ˀʩƂōȠˁˮ͔ȿǸǒȶɊ˧ˈ́�Ȑɞ̅
č˨˙˦Ûʔ˗̂˦ˏˠʾ˞˭

ȊŰ͔ŕÁ˭Ƃš̅Ȓș˙͔ɐʶ̅ȴ˪ˣˠ͔̀��̗͍͉̔͐˧Ǐȶ˙ˠ̀˨ˉˣˠÇɨˎ�Ƥ˨

˪ˣˠʾ˞˭vʧ͔ÃșțˎȦ˿Xġ˙͔Ʈ¹˛́˾ˊ˪Ƣ]ˮūˡ×˪ˉʾ 

��˫ɶ˴ˠ˾ˊ˫͔ˀ̵̡̮͇̉͐̕ˁ͔ˀ�ĀƂɞˁ͔ˀʩƂōȠˁ˫˸˿̂́ɜ�ʱˮ͔ŬǮ˫

ˌ˓́ˀʩƂȶǀ˨ʩǂ«˭̜͍̼͊ˁ̅=ŧ˛́ˠ˺˭ʊȽ˪̪̒͐͌͐˨˪́ʾŬǮ˭Ãȵǒ

�ˉˮ��˭ 3Ƴ˧ˈ́ʾ 

 

1) Ɋɶǒ˧˻ȿǸǒ˧˻˪ˉ�ĀƂɞˮ͔ǀ�ʩƂ˫ˌˉ˦ˮȷɸ˙ˠˎ͔˞˭ŬŮ˭ŏ
ȣˍ˿M̀ʢ˛˕˨˧͔GƢǆˎ|Ȣˍʾ 

2) ʩǂ«ˍ˿˭ʩʫǒǥ�̅Ɋɶ˛̵̡̮͇́̉͐̅̕�ĀƂɞ˨˙˦Ⱦǲ˦́˕˨˧͔ʩǂ
«˨ʩƂȶǀ̅Ųƈ˛̦͉́͐˨˛́˕˨ˎ|Ȣˍʾ 

3) X(Ƣ]ˎūˡǏÛɺ�˧ˈ́ʩƂōȠ˫ˌˉ˦͔�ĀƂɞ˨˙˦˭̵̡̮͇̉͐̅̕ǆˉ
́˕˨˧͔ʑɣƢ]͒ʩǂ«͓−X(Ƣ]͒ʩƂȶǀ͓̅ȴˊ˕˨ˎ|Ȣˍʾ 

 

ʼ ƊǷˍ˿ˮ͔��˫˷˨˺ˠǎ�̅ſɎ˙˦ˉˑʾŏƽəŶ̅§ǖ˨˙˦͔ ˧ˮ͔ʩ˨ȶɊ˭ʖ

.ĕ˫ˤˉ˦ȼơʩƂ}̅ƃɄ˛́˕˨˫˾͔̀�Ȑɞ˫ȧ́ɊɶǒȶɊ˫ˤˉ˦ɶ˴́ʾ ̅

ɩ˷ˋ͔�˧ˮ̵̛͔̌͐̇͐˭̷̙͍̪̝̖̋͐ƃĒˌ˾˱̙͍̪̋͏̨̛̖͍̍̓͐ͅ˫ˤˉ˦

ɛ˚˦ˉˑʾ�˫ˌˉ˦ˮ͔Çʞ˫ʩƂōȠ˭ǀ©˧ȴˊˠ˺˭Ƣ]̷͇͍̅Ɋ˛ʾ 

 

 ʼ ʩ˨ȶɊ 

 .1 Ɋɶ͖ȿǸ 

ʩʫÃ͏ʩ°Ã˫ˌ˓́ȶɊˮ͘Ɗ;ǒŞʕ͔�ƞŎ͒≒ʩʷ͓˫͔˷ˠĸìˈ́ˉˮýõ̅Z
ˋ͙Ɗ;ǒ˫ȶ˗̂́ʾ*ˋ˯̵̛͔͇̏͋̕ˮ͔˄̴̥̤͔̣̫̝͔̊̽̔ĵȍŞʕ͔ʩȪ˫ʖ˛́

Ę¨̅?˦ƍǤ˫Ɋʎ˧ˏ́ˠ˺̵͔͇̥̉̔̕ȶɊ˭
˧Ť˻ƍǤ˧ˈ́˅͒Schafer 1975 p.103 

ǵțɍ͓ʾˤ˷͔̀ʩ˭̵̱̼͍̝̎͐ˎ˩˭˾ˊ˫Ȟ˕ˋ́˴ˏˍ̅ȿÅ˛́˭˧ˮ˪ˑ͔Çʞ˫˩

˭˾ˊ˫ȝ˕ˋˠˍ̅ǥ˛ě�˧˄Ɋɶǒ˅˨Țˋ˿̂́˭˧ˈ́ʾ 
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ʼ ˕̂˫Ï˙˦ʩƂ˫ˌ˓́ȶɊ͔ǀ¡ðˑǆˉ˿̂˦ˉ́ȼơʩƂ˭ɊɞƝ˧ˈ́�Ȑɞˮ͔˕

̂ˍ˿ʹ˿˗̂́˧ˈ̃ˊʩʫ̅ȿÅ˙˦ˉ́ʾ�ȐɞˮN˺ˍ˿ǀ¡˭Āĝ˨˙˦ˈˣˠ̄˓˧

ˮ˪ˑ͔˹˙̃ɊɶǒɊɞˍ˿ȿÅǒɊɞ˳˨Ĉʿ˫±b˙ˠ˨Țˋ˦˾ˉˡ̃ˊʾɻë˭ȼơʩ

Ƃ}˧˭ˀʩƂˁ˭ȶɊˮ͔z�̛͈̓̈˫ɤƫ̅ĵˤʾ̷͇̩͍͒1979 p.232͓ˮ��˭˾ˊ˫ɶ˴

́ʾ 

 

˄ˉ˜̂˫˙˦˻�ˮ˅˨˶ˑˮɇˣˠʾ˄˷˜Ǵ�˫͔Ɗ˭˕˨ˮ˾ˑȀċ˧ˏ˦͔ɇˋ́ˮ˜ˡ

—Ƌ˨ˉˊ˻˭ˮ�ˤ˭Ƚȃ͔˛˪̄ˢɇȰ͒Ƌɏ͓˨͔ə˴͒ʩʜ͓˨͔͈̞̾͒ı¿˨ʪĆ͓˨ˍ

˿͔ġ̀ǲˣ˦ˉ́˨ˉˊ˕˨ˮ˅͒
ǋ͓˄˞˙˦ə˴˨͈̞̾ˮ͔ɇȰ˫Ċ̄˪˓̂˯˪˿˪ˉ˅ 

 

z�̛͈̓̈˭̵̝̎̒£œ˭̵̨͉̎̊˫ˈ́Æƹö˭ǟ˫ˮ͔ǧ˳˭1 ̅ȎˣˠɢƋ

ˎɊ˗̂˦ˌ͔̀Ƌɏ˫ˮʩʷ̅ǥ˛ŏÀˎƩˋ˿̂˦ˉ́͒Ǔß 1985 p.3͓ʾǧ̅ɢȘ˛́ɇȰ

ˌ˾˱˞̂˫#ˊʩ˭]ˏˮ͔y"˫˾ˣ˦x˓Ȍˎ̂́ʾ˞̂˽ˋʩ˭]ˏ̅ǥ˛Ɋ�ˮ͔ʩƂ

̅ˀɊĠ˛́ˁˠ˺˭Ȼ[ǒĦƑ˧ˈˣˠʾ
�˭˕̃˫ˮ͔̭̼̋˨�˯̂́Ȑƻ˭Ɋ�˼͔Ƃ

ɞ˭¥ǘɮ̅dP˛́ˠ˺˭ɞȐˎǆˉ˿̂́˾ˊ˫˪ˣˠʾ˕̂˫˾͔̀ʩ˭ʒǞ͔ʩʷ˭OP

ˎ˾̀ÊŚ˫˪ˣˠʾ̭̼̋ˮʺª̀˧Ɋɶ˗̂́͒͛ʺȪɈʌɊɞƝ͓ˎ͔13 �Ǿćh˖̃˫ˮ͔

˄ǐȪɈʌɊɞƝ˅ˎȚŹ˗̂́ʾʒˉʩˎǐª͔̀Ǟˉʩ˫˪́˫ˤ̂ʺª̀˨dP˗̂́˕˨˧͔

͈̞̾ˎ˾̀ƍǤ˫OP˧ˏ́˾ˊ˫˪ˣˠʾ��˷˧˭˾ˊ˫͔ȅ˼ˍ˪±b̅˙ˤˤǏÛ˙˦ˉ

ˣˠɊɞ˭Ű˦˫$Ȗ˛́˭ˎ�Ȑɞ˧ˈ́ʾÖǷȐ͔ʩʆɊ�͔ɞȶˎÕ>˗͔̂ˍˤlSĪ

ȵ˭ʔǏ͏ǏÛ͔(šÉ˭ŏb͏Ǧ!ǒ˪£$˭±b˻Ǚ˷ˣ˦͔ǀ¡˷˧ðˑǆˉ˿̂˦ˉ́ʾ 

˕˕˧Lˍ́˕˨ˮ͔˛˧˫ʹˣˠʩ̅Ɋɶ˛́ʩʫÃ͏ʩ°Ã˭Ɋɞ͔ȿÅǒɊɞ˳˨±b˙

˦ˉˣˠʩƂ˭Ɋɞ͔ˤ˷̀˄ʩ˅˨˄Ɋ˗̂ˠ˻˭˅˭ʖ.ĕ˧ˈ́ʾʩʫ˨˞˭ȶɊ˭ʖ.ĕˮʽ

ˈˑ˷˧˻Ėěǒ˪ʖ.˧ˈ́ʾŢˍ̂ˠŏÀ˨Ǐɑ˗̂ˠʩˎǌ˪́ǀɟ˧ˈ̀͒e.g., Saussure 

1966͓͔Ɋɞ˨ʩ˭ʖ.˻Ėěǒ˧ˈ́ʾ˛˪̄ˢ͔˄ʩ˭ɀɁbˮ˛˴˦_Ħ˫Å˺ˠˤˑ̀˖˨

˧ˈ́˅̵̛͒̌͐̇͐ 2006 p.273͓ʾ 

˙ˍ˙�Ş˫͔ȞɁǒ�Ç˧ˈ́ʩ˭ǡǰ˫ˮ͔ɀɁˍ˿˭̷̤̈͋͐˻Ŧǔ˧ˈ́˨̵̛̌͐

̇͐ˮ�ü˛́͒�� p.279-280͓ʾ̵̛̌͐̇͐ˎŁ�˙ˠ̷̙͍̪̝̖̋͐ǡǰ˧ˮ͔ɀɁǒ̈

̷̤͋͐˨˙˦͔˄Ƕʩ £�˅˼˄ʩ˭͎͍̩̊̌£�˅˪˩˭̵̡̮͇̉͐̕ˎŁŹ˗̂˦ˉ́ʾ˞

̂˧˻̵̛̌͐̇͐ˎɶ˴˦ˉ́˾ˊ˫͔˄̷̙͍̪̝̖̋͐ǡǰ˨ǘĿ˫ʖ̄̀̅˻ˣˠʮ¦˭Ð

ʓÉ͒
ǋ͓ˎ˛˒˫ɗ˺͔ǁɆ˧ˏ́˾ˊ˪'˿ˍ˭ȶɊƝ˅͒�� p.280͓ˮƇȄ˗̂ȍ˓˦ˉ́

˭ˎǀƻ˧ˈ́ʾ˞˕˧Ɗʬ˧ˮ͔ʊȽ˪ȶɊƝ˭�ˤ˨Țˋ˿̂́�ĀƂɞ˫ˤˉ˦ȚÎ˛́

˕˨˧͔˞˭ĔĚǒȡş̅ř˿ˍ˫˛́ʾ 

 

 .2 ʵʩ˨Ƃɞ͔˞˙˦�ĀƂɞ˳ 

˄̵͋͐̇̊˪̷̙͍̪̝̖̋͐ˮ͔ǅƀʨ�˫˾̀˻ˠ˿˗͔̂˞̂˫ȍˑʤƔʨ�˫˾ˣ˦ĳü

˗̂ˠ˅˨̵̛̌͐̇͐͒2006 p.167͓ˮɶ˴́ʾʩǂ«ˎ̵͋͐̇̊˧ˈ́˕˨˨ˮ͔˛˪̄ˢʩʫ1
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�ˎɿË˫˪͔̀ɿµ˪ʩʫ˫˾̀��˭ʩʫˎ̼̝͍̒̕˗̂˦˙˷ˊ˕˨˧ˈ́ʾ̙͍̪̝̖̋͐

̷ǡǰ˫ˌˉ˦ǅƀʨ�ˮ̵͔̯̊̇̊ˍ˿̵͋͐̇̊˪ʩǂ«˳˭±b͔ǇȨǄƢˍ˿ʇæǄ

Ƣ˳˭ǫȴ͔Ȧƶ˭ʩ˼�ʕ˭ʩˎŒ˙ˉʩʫ˭ĳü˫˾̀ˑ˛˷˗̂́˨ˉˣˠ±b˭Ƚ�˨

˪ˣˠKŮ�˨˙˦$Ȗ�˓˿̂˦ˉ̵̛́͒̌͐̇͐ 2006͓ʾ 

ǅƀʨ�̅µˏ˪Ƚ�˨˙˦Ǆ˸K˗̂ˠŒ˙ˉʩʫˮ͔ȼơʩƂ˫˻Ăʫ̅�ˋˠʾ 

˞̂˷˧ȼơʩƂ̅Ƅġ˛́ʩȃŭˮ͔Ƃʩ˨�ʆħƂ�˭ħʩ˫ʙÅ˗̂˦ˉˠʾ˙ˍ˙͔ʨ

�̅Ɖ˨˛́ʩȃŭ˭ĳü˫˾͔̀˞̂˷˧ʦƂʩ˨˗̂˦ˉˠʩȃŭˎʩƂ˭
˫ẁ>̂˿̂

́˾ˊ˫˪́ʾN˺˫ʨŒǒ˪ɐ˸̅ȴˣˠ˭ˮ͈̥̍̔͏̧̙̉˧ˈ́ʾ̰͊̍͏̛͈̝̓͒͋̈͏̰͊

̍�͓˫˾̀�Ʈ˗̂ˠ˂̱͇̪͐ Parade˃˧ĄˮʩƂ̅İÿ˙ˠʾ̙͍̊͊˼̷̢̢͇͔͇̜̊̊͐

̏˭ʡʩ̴͔̝̩͉͔�ɭù˭ˑ˚úˏȸȖ͔Ǳˏǃ˼̷̱̊̅{ˑʩ˪˩͔˞̂˷˧˭ʩƂ˨ˮƵ

ȓˡˣˠʩȃŭˎ(�˭
˫Ȉ˸ɲ˷̂ˠʾ˂̱͇̪͐˃˧ǆˉ˿̂ˠƂɞˮ͔˞̂�V˭ʩƂ˨

�ƅ͔�Ȑɞ˧ˈˣˠʾƂš
˫Ȉ˸ɲ˷̂ˠŒ˙ˉʩȃŭˮ͔ȏɞ˫ˌ˓́ħƂ�˭̱̩͐˭

űȈ˸˫ʈȖ˗̂ˠ͒�͓͗ʾ 

 

 
� 1ʼ ˂̱͇̪͐˃˾̀͘í˄
��˭¸ȵé˅ 

͒ʺű˧�˷̂ˠʆLˎ̙͍̊͊˭̱̩͐˨˪ˣ˦ˉ͓́ 

 

ʼ ̧̙̉˭ɐ˸ˍ˿ 30Ŏï˭ć͔͈̈̿̐˭£˫˦̪̍̑͐͏͎̞̇͊͐ˮ͔ʤ¿ʩƂ˫˾́(�̅

Ǐȶ˙½˺́ʾĄ˭ŤN˭ʤ¿ʩƂ(�˧ˈ́˂ǠƯ Desért˃˧ˮ͔̖̝̩͇̏͐˨̷̧͐˫ʎʩ

˗̂ˠʩʫˎ��˫¹˗̂́ʾ˕˭Ƃš˭NƮˮ˄̜͂˨ē�͔˞˙˦˞˭ʕ˫˷˯˿˫ķ˷ˣˠ

Ňĵ˭ıĦ˨ˉˣˠƨ�ƻĝ˭
˧Ʈ¹˗̂ˠ˅͒ƚʋ 2019 p.5͓ʾ̷̧͐˫ʎʩ˗̂ˠEÊˮ͔

ʦƂʩ͒â©˭ʩ˨ħƂ�˭ʩ͓ˍ˿ġ͔̀˞̂ˎ̖̝̩͇̏͐˭Ʈ¹˭
˫Ĺ>˗̂́ʾ̜͍ͅ͏̖

̜͐͒1996 p.150͓ˮɶ˴́ʾ 

 

�˭(šÉˠˢˎ͔˷ˡ˄Ƃʩ˅˨̮̞̊̅dP˙˦ˉˠ˨ˏ˫͔͎̞̇͊͐ˮǝɁ˫čǁǒ˪6

Ⱦ̅ĵˢɲ̆˧ʩ̅ 2ˤ˫L˓ˠ̀˝˜˫͔ʩ˞˭˻˭˭ʮ¦˫ɩ˸ɲ̆ˡ˭˧ˈ́ʾ̮̞̊̅

Ǆ̆ˡ˨ˉˊ˕˨͒
ǋ͓˫˾ˣ˦͔͎̞̇͊͐ˮ͍̋̉͐Ƃƣ��˫�Ŗ˭ʩƂ˭Ƚɚ˫ʖ̄ˣ

˦ˉ́ʾ 

 

Ƃʩ˨ʵʩ̮̞͓͒̊˭Lʲˮ͔ˈˑ˷˧˻ȼơʩƂ˭"ȋǒ˪,5Oő˭˧ˈ́˫˛ː˜͔˩ˢ

˿˻ˀʩ˞˭˻˭ˁ˧ˈ́˕˨˫ˮ±̄̀˪ˉʾ͎̞̇͊͐ˮ˕˭Lʲ̅˝˜˫ˀʩ˞˭˻˭ˁ˨˙˦Ĩ
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ˊ˕˨˧͔ʩƂ(�̅R(˛́˕˨̅ɐ˸ˠ˭˧ˈ́ʾ 

˕˭ˀʩ˞˭˻˭ˁ˫ǛǗ˛́˨ˉˊ͎̞̇͊͐˭ɐ˸˭÷ʒȐ�˧ȚŹ˗̂ˠ˭ˎ�ĀƂɞ˧

ˈ́ʾ�ŵğ͒1984 p.71͓ˮ��˭˾ˊ˫ɕ́ʾ 

 

�ǤÅĕ˭ʩƂ˧ˮ͔˙˯˙˯͒
ǋ͓�ĀƂɞˎ)̄̂́ʾƊ˫Ů́ʩ̅�ƪ˗˝˜͔œ�

ĕ˻�ɤ˙˪ˉ�ǤÅ˪Ʈ¹ȴƴ̅Ɋɞ˛́ˠ˺˫ˮ͔ĊŮ˭ʩ˭ě�ĕ˼͔ɽȍĕ̅VŁ

˫˙ˠ�ȐɊɞƝ˧ˮʙǊˎˈ́˭˨͔Ƃɞ˨˙˦˭̜̊̿͐˭�˧ʔˏˎˈ́ˍ˿˧ˈ́ʾ 

 

*ˋ˯͔1950ï˫̵͉̪̼͍̌ˮ͔˂Projection 1˃͒�͓͘˫˦˄ʩʷ˭�ǤÅĕ˅̅N˺˦Õ>˙

ˠʾ˕˭�ĀƂɞˮ͔̼̝Ǘƻ˫dM˿̂˦ˌ͔̀¥ǘɮˮ¹Ɲ˨�ǤÅ˪ʩʷ͔ƕîɮˮʩ,

ˎǥ˗̂˦ˉ́ʾ̵͉̪̼͍̌͒Feldman͔1962͔pp.5-6͔ǵțɍ͓ˮɶ˴́ʾ 

 

˕˕˧˭Ǩ˭ũ˸ˮ͔(š˛́˭˧ˮ˪ˑ͔Şʕ˭
˫ʩ̅ĬĂ˛́˕˨ˡʾ(š˭̩͈̥͊̔ˮ

Ƶǆ˧͔˞̂ˍ˿Ȧǈ˨˪́ʾɊĠ͒˭ʖ.͓˫Ʈ¹ț͒*ˋ˯Ȧɪ͓̅åˏɲ˷˪ˉ˾ˊ˫˛́

ˠ˺˫͔˞˙˦͔ʩˎ�Ŧ˭ɟČǒĀĝ̅ĵˠ˪ˉ˾ˊ˫͔Ǩˮ͔ʩʷ˫ʖ˙˦˭�ǤÅĕ̅Ɍ

˙ˠʾ 

 

VǷ˧ŕ˫ǥ˙ˠ˾ˊ˫͔ȼơ˫ˌ˓́ɊɞƝˮɊɶǒŢƝˍ˿ȿÅǒŢƝ˳˨±b˙˦ˉˣ

ˠʾ˕˭ɿǬ˫ˮ˄əĕ˅˭̧̛̝̾˻ʖ̄ˣ˦ˌ͔̀�Ȑɞˮ˕˭̧̛̝̾̅Ňˋ́ʊȽ˪˻˭˧

ˈ́ʾʩʷ˭�ǤÅĕ˭Õ>˫˾̵͉̪̼͍́̌˭ɐ˸˨ˮ͔ȼơʩƂ˫ˌ˓́ˀʩ˭�Ŧ˭ɟČ

ǒĀĝˁ͔ˤ˷̀əĕ˭̧̛̝̾˫˾́ʩ�¯˭Ȑƻǒ˧͔�œ�ǒ˪ʖ.̅őˢM͔̀ʩ˞˭˻

˭˨˙˦(�˫Ƭ˓ɲ˷˝́˕˨˧ˈˣˠʾ 

 

 
� 2ʼ "Projection 1" 

 

̵͉̪̼͍̌˨�ŞŪ˭(šÉ͉̈͐͏̶͇͍̋ˮ͔˂December 1952˃͒�͙͓˧͔˄Āù˫ˌ˓́

�ǤÅĕ˅̅Õ>˙ˠʾ˕˭(�˧ˮ͔¹ț˭Ŏ˼Ʈ¹˛́Ƃ�˭ǭʲ2͔˩˭œ�ˍ˿Ƃɞ̅ɗ

��������������������������������������������������������
2 <N�6;��	R�Q!����$,*�=0Q���/!���OPAB('&%
�J�$��
#� ��#� 
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˺˯ˉˉˍ˨ˉˣˠ˕˨ˎĶǥ˗̂˦ˌ˿˜͔Ʈ¹ț˭Ħ˫˾ˣ˦˞̂˟̂ʄĭ˗̂́ʾ˛˪̄ˢ͔

ˀƂɞˁˮǤÅ˙˦ˉ́˻˭˭͔ʩƂ̅X̀�˔˦ˉˑʞ˭ˀɗ˸œˁ˼ʩȃŭˎ�ǤÅ˧ˈ́ʾ 

 

 
� 3ʼ “December 1952” 

 

ʼ ˕˕˷˧Ⱦ˦ˏˠ˾ˊ˫͔�ĀƂɞˎɔǄ˙ˠȡş˫ˮ͔Ƃʩ-ʦƂʩ˭dP̅˼˺ˀʩ˞˭˻˭ˁ

˫ƟǗ˛́˨ˉˊ͈̈̿̐˭(šÉˠˢ˭ɐ˸ˎˈˣˠʾ˞˭ɐ˸˭ȊŰ˨˙˦͔(�˫˸˿̂́˭

ˮŢù˼Ʈ¹˭ʞ˭Rǿ˭×˪˗˧ˈ́ʾ˞˭Rǿ˭×˪˗ˮ͔��˭(��˧ˈˣ˦˻ƅʿ˪

̵̱̼͍̝̎͐̅Ǆ˸K˛ˏˣˍ˓˨˪͔̀Ʈ¹ț˭Ȧǈ˪Ɇʉ̅/ɾ˛́˕˨˫ˤ˪ˎˣˠʾ�

ĀƂɞˎEa˛́Ɇʉ˭Ȧǈĕˮ͔˗˷˘˷˪Lʋ˳˨ńǆ|Ȣ˧ˈ͔̀Ŧ\˧ˈ́ʾ˕˭ě�

˧̷͔̙͍̪̝̖̋͐̅Ɋɶ˛́ˠ˺˭̦͉͐˧ˈ̵̡̮͇́̉͐̅̕�ĀƂɞ˨˙˦ǆˉ́˕˨ˎ

|Ȣ˧ˈ́ʾƊʬ˧ˮ̵̡͔̮͇̉͐̕˭�ĀƂɞ˨˙˦˭ʩƂōȠ˫ˌ˓́Ŧ\ĕ̅ǥ˛ˠ˺

˫͔˞˭ȡş˨˪ˣ˦ˉ̷̙͍̪̝̖́̋͐˭ĔĚˌ˾˱ƃĒ˫ˤˉ˦ř˿ˍ˫˛́ʾ 

 

�ʼ ̷̙͍̪̝̖̋͐ 

�.1 ̷̙͍̪̝̖̋͐ 

̷̙͍̪̝̖̋͐͒Soundscape͓ˮ̵̛͔̌͐̇͐ˎŁ�˙ˠƃĒ˧ˈ́ʾ˕˭ɇȰˮ͔˄ʩ˅̅ě

�˛́ sound ˨˄ǚ˺˅̅ě�˛́-scape ˭̵̛̌͐̇͐Ȧɪ˫˾́ɼɕ˧ˈ́ʾˆ�Ǌ˭əĆˇ̛͒

̵̌͐̇͐ 2006͔p.558͓˧ˮ͔��˭˾ˊ˫ɖř˗̂˦ˉ́ʾ 

 

ʩ˭ǂ«ʾÐʓǒ˫ˮ͔ǡǰ˭̵͉̪̉͐˨˙˦˸˪˗̂˦ˉˠʩǂ«˭�ʆLʾǀÇ˭ǂ«

̅˗˛©�˻ˈ̂˯͔ƺ˫˞̂ˎ˰˨ˤ˭ǂ«˨˙˦Țˋ˿̂ˠ©�˫ˮ͔ʩƂ(�˼̷̧͐͏

̢͍̜̀͐̓˭˾ˊ˪įɟǒ˪Ƅǹƹ̅˗˛˕˨˻ˈ́ʾ 

 

˕˭ŏǳ̅Ţˉ˦ˉ́ǵț˭�̀˧ˮ̷̢͔̺̪̥̒͐͐̅˛́ʩ͔̥̤͍̒˭łƔĥ˭ʩ͔�

˭%�˭ɧʩ͔²˭ʸ˭ʹˏ°˪˩ˎȝ˕ˋ˦ˉ́ʾǵț̅ÅƳ˨˙͔ƅʿ˪˨˕̃˧ʩˎ¹˧˿

̂˦ˉ́ʾǀÇǂ«˫˦ʹˣ˦ˉ́ʩˮ͔©Ĥ˼ƻƛ˫˾̀ǭʲ˼̣̫̝̊̽̔˨ˉˣˠƅǙˎ±

b˛́ʾ˕̂˿̅aĴǒ˫ȶǀ˛́ɇȰˎ̷̙͍̪̝̖̋͐˧ˈ͔̀Ɗ˭̵̛̌͐̇͐͒�� p.28͓

˭ɇȰ˫ˤ˪ˎ́ʾ 
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�Ŗ˛˴˦˭ʩˮ͔ʩƂ˭aĴǒ˪ʮ¦E˫ˈˣ˦˨ː̂˭˪ˉ|Ȣĕ˭©̅Āġ˙˦ˉ́ʾ

Œ˙ˉ̖̝̩͇͔̏͐ʹ̀ʫˑżȗ�ɟ˫Ȝ̅ʔ˓͑ 

ʩ̅K˛˛˴˦˭�͔˛˴˦˭˻˭ˎʩƂÉ˪˭ˡ͑ 

 

̷̙͍̪̝̖̋͐ƃĒ˫ˮ͔ʵʩ�ʱˎȡş˭�ˤ˨˙˦ˈ́ʾʵʩ˭ǪÃǒƪÅˮ 1929ï˭

̬̓͐͆͐̔˫˦N˺˦ȴ̄̂ˠʾ˞̂˷˧ˮʵʩ̅ƪÅ˛́ʂÿ˪œƝˎ˪ˍˣˠˎˠ˺˫͔

ȴŊˍ˿˭̷̤̈͋͐ˎ˧ˏ˜˫ˉˠʾʵʩɈ˼ʩs̢͔̜̏͐̏̿͐͐̅Qǆ˙ˠ dBj$˭ə

Ŷˎȴ̄̂ˠ˕˨˧͔ĶƆ˨˪́Ŏ5̅ƾċ˛́˕˨ˎ|Ȣ˨˪ˣˠʾ˕˭əŶȊŰ̅§ǖ˨˙˦̬

̓͐͆͐̔˧ˮ 1930 ï˫ʵʩȿR¾�!ˎǲˢ�˔˿̂́˕˨˨˪̘͉̪̝̝́͒͐̽ 2015 

pp.166-169͓ʾ̵̛̌͐̇͐ˎʵʩ�ʱ˫ýˉʖč̅ĵˣˠǁǈˮĄȦɪ˭ȉʶ˫ǈŮ˛́ʾ

1965 ïÿŞ͔Ąˎ%̆˧ˉˠ͎͍͎̇̔͐̇͐˭É˭ɴˑˮ͔ˌ˱ˠˡ˙ˉŎ˭ƕ�ʴȴƉˎʴ

˱�ˣ˦ˉˠʾ˷ˠ`^˙˦ˉˠ̙͍̊̀͏̵͊͐͐̚µÃˮʔŷ˷˻˪ˉ˕˨˻ˈ͔̀ȧ́Ĥ˧ø

ɋâ�ˎȴ̄̂˦ˉˠʾ1968 ï͔ōȠÃʆˍ˿͔Œɋ˗̂ˠ̛̗̬̖͍̽̓͐ͅÃǪ˳˨ǫˣˠ̛

̵̌͐̇͐ˮ͔˞˕˧ʩǂ«˭əŶ̅ʔ½˙ˠ͒ʸɦ 1997 p.35-37͓ʾ˞˭�˧̵̛͔̌͐̇͐ˮ͔

ʵʩ@È˳˭ÏJƝˎ̸̨̜͉˫˾́Ŏ5b˗̂ˠȿR˭˸˨ˉˊ̶̧̭̑̉˪̷̤̈͋͐˧ˈ

́˨˙ˠʾ̵̛̌͐̇͐͒2006 p.25͓ˮƊ˭˾ˊ˫�ü˛́ʾ 

 

˩˭ʩ̅Ɛ˙͔˩˭ʩ̅ð˺͔˩˭ʩ̅¬˼˙ˠˉ˭ˍ͝˕̂ˎ̄ˍ̂˯͔ɸÚ˪ʩ˼ǣ®ǒ

˪ʩ˭ƍ&˻ˮˣˏ̀˙˦ˑ́˙͔˞̂˿̅ļʚ˙˪˓̂˯˪˿˪ˉǁǈ˻ř˿ˍ˫˪̃ˊʾ˕˭˾

ˊ˫ʩǂ«̅ȏ�ǒ˫ǁɆ˙˦ˮ˚˺˦͔�Ǌ˭̷̙͍̪̝̖̋͐˭̛̖̝̩͍̏͐͊̅ͅň�

˛́œƝˎċ˿̂́ʾ 

 

̵̛̌͐̇͐͒2006͓ˮ̷͔̙͍̪̝̖̋͐ǡǰ̅ǪÃ͏Ǧ!͏ȫȵ˭�ț˫˷ˠˎ́Ãʞʮ¦˧

ˈ́˨ȚˋˠʾʩƂÉ͔ʩʫÃț͔čǁÃț͔Ǧ!Ãț˿ʩǂ«˭ň�̅ǗĶ˛ˠ˺˫̵̛͔̌͐

̇͐ˮ�Ş˫ˀ̷̙͍̪̝̖̋͐͏̨͍̊̚ˁ̅Ł�˙͔˞˭Çɨ˭ˠ˺˫ˀ̊͂͐͏͈̬͍̔͐̕ˁ˫

˾ˣ˦ċ˿̂́ȞˑY͔ˤ˷̀ˀɹȞYˁ˭ƾċ˭ĎȽĕ̅�ü˙ˠʾˀ̊͂͐͏͈̬͍̔͐̕ˁˮ͔1Ŗ

!ɑ̅˛́˭̅˼˺ˠ͔̀Ȧ˿ˎʩ̅Ǐ˛́˭̅˼˺��˭Ǐ˛́ʩ̅8Ȟ˙ˠ̀˛́˕˨˧͔Ȟˏ

Ħ˫Ƙʻ̅Ôʊ˛́˾ˊ˫ōˋ́ɘʱ˧ˈ́ʾ˷ˠˀɹȞYˁˮ͔˕˭˾ˊ˪̙̙̞̍̔̊̅ȉˠ˭ˢ

˫ƾċ˧ˏ͔́Ȧ˿˭��˭ǂ«ʩ˫Ï˛́ȞwȢY̅ě�˙˦ˉ̵̛́͒̌͐̇͐ 2006 p.418-

419͓ʾˀ̊͂͐͏͈̬͍̔͐̕ˁ˭ˠ˺˭ɘʱʠ˨˙˦ˆ̙͍̪̋͏̨̛̖͍̍̓͐ͅˇ̵̛͒̌͐̇͐ 

1992͓˼ˆʩ˗ˎ˙˭Ŭˇ̵̛͔͒̌͐̇͐�Ǉ 1996͓ˎˈ́ʾ˞˕˧Ȇ�˗̂˦ˉ́ 100 ˭ɘʱˮ͔

Ɗ˭˾ˊ˫Lʲ˛́˕˨ˎ˧ˏ́ʾ 

 

1) ȞɁˌ˾˱ȞɁǒĚ:Y˭ˠ˺˭ɘʱ 

2) ʩ˥ˑ̀˫ʖ˛́ɘʱ 
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3) Ǧ!˫ˌ˓́ʩ˫�˓˿̂ˠɘʱ 

 

1)ˮŖë̅ẁåˑʩ˫Ȝ̅8˓́Ƣ]˨˙ˠ͔ʩ͒ʩƂ͓˭Ȟw˫ˤˉ˦˭Ƣ]˧ˈ́ʾ2)ˮ͔

°˼Ȃ̅)ˣˠ͔̀ɀɁ˨ȞɁ˫9ˏˍ˓ˠ̀˙Çʞ˫ʩ̅ˤˑ́ɘʱ˧ˈ́ʾ3)˫ˮ͔ʩǂ«˭±

ʃ͔˞˙˦̷̙͍̪̝̖̋͐ƃĒ˭Ÿò˫ˈ́ʵʩ˫ˤˉ˦˭�ʱ͔ˀ̷̙͍̪̝̖̋͐͏̨͍̊̚ˁ

˫ʖ˛́ɘʱˎŁǥ˗̂́ʾ˕̂˿˭ɘʱˮ͔ǽȋǒ˧ˈ́ĎȽˮ˪ˑ͔ƅʿ˪©ʧ˧ǆˉ́˕˨

ˎ|Ȣ˧ˈ́ʾ 

ʼ ʵʩȿRˎʩǂ«˫Ï˛́²ʆˍ˿˭̨͍̊̚˧ˈ́˭˫Ï˙͔ˀ̷̙͍̪̝̖̋͐͏̨͍̊̚ˁ

ˮ͔�ʿ˭ĩOǒ͏ƟěǒȞw˫˾ˣ˦ʀġ˗̂́˄E7ˍ˿˭̨͍̊̚˅˧ˈ́ʾ˄Ȟˑ˅˕˨ˎˈ˷

̀˫˻șĞǒȴƴ˧ˈ́ˎ˽ˋ˫͔�ʿˮƧˑȚˋ˜˫͔Ȟˏœ̅Đ̂˦˙˷ˣ˦ˉ́˭˧ˮ˪ˉ

ˍ˨̵̛̌͐̇͐ˮĶņ˛̵̛́͒̌͐̇͐ 1992͓ʾ˕˭̷̙͍̪̝̖̋͐͏̨͍̊̚˭Țˋœ͔̅¿

˩˻ˠˢ˭Ħ˫˽ˡˬ͔¿˩˻ˠˢȦ˿ˎʩǂ«˳˨̟̝̈̔˙͔˞˕ˍ˿Œˠ˪ʩƂ̅Xġ˛́ˠ

˺˫ȚŹ˗̂ˠ˭ˎ̙͍̪̋͏̨̛̖͍̍̓͐ͅ˧ˈ́ʾ��˭̛̟͍̔ͅ˧ˮ̵̡͔̮͇̉͐̕˨ʩƂ

ōȠ˨˭ʖɽ̅˾̀řǤ˫˛́ˠ˺˫͔̙͍̪̋͏̨̛̖͍̍̓͐ͅ˫ˤˉ˦Ɋɶ˛́ʾ 

 

�.2 ̷̙͍̪̝̖͔̙͍̪̋͐̋͏̨̛̖͍͔̍̓͐ͅ˞˙˦ʩƂōȠ 

ʼ ƅʿ˪ʮ¦˭ÐʓÉ˫˾́Ãʞǒǡǰ˧ˈ̷̙͍̪̝̖́̋͐ƃĒ˫ʖ̄́ɜƢ]ˮ͔ȬÙȺ

͒1986 p.270͓˻Ķņ˙˦ˉ́˾ˊ˫͔ʩƂōȠ˨ʲȓǒ˧ˈ́ʾŖŬ˫ˌ˓́ʩƂōȠˮ͔Vɶ˙

ˠɻ͔̀prescriptive˧ˈ͔̀¿˩˻ˠˢ3�3�˭Xɼĕ˫9ˏˍ˓́˾ˊ˪Ƣ]ˎ×˪ˉʾ 

̙͍̪̋͏̨̛̖͍̍̓͐ͅ˫ˌ˓́ɜɘʱˮ͔Ƣ]ț˫Ï˙˄Ɓ˺˦̴̓̈˪Ĝĕ˨XɼĕˎȽ

Ɩ˗͔̂ʩƂ˭ƔƂ˪x˓Ħ˫˨˩˷˅˿˝́˕˨˪ˑ͔˄ë˫ȦLˎȦL˭ʩƂ˭̵̱̼̎͐͐˅

˧ˈ́˕˨̅ȽƖ˛́͒ȬÙ 1986 p.270͓ʾȦ˿˭&ʶ̅ǲȤƳ˨˙͔��˭ʩǂ«˫ˤˉ˦ĔȚ̅

á˿˛˕˨̅/˛ʾȬÙ͒1986 p.271͓ˮɶ˴́ʾ 

 

˕ˊˉˣˠƢ]ˎ͔ǀ�ȫȵ˪˭ˍ̴͔̟͇͐˪˭ˍ͔ōȠ˪˭ˍʾȚˋ˦˸˦˻͔˕˭̜͍͉́

˭M̀œȦ&˭z˗˙ˍǨ˫ˮĜ˚˿̂˪ˉʾˈ́ˉˮ͔˕̂ˍ˿ÒŮ͔˩ˊǏÛ˛́˭ˍ˻̄ˍ

˿˪ˉʾ˙ˍ˙͔×˪ˑ˨˻ɇˋ́˕˨ˮ͔˕̂ˎśˍ˿
�͔ʍŜ˨ʒˉŞʕ̅ˍ˓˦�ǁb˗͔̂

Rõb˗̂˦ˏˠʩ˨ʩƂ˭�Ǌ˭źŻˍ˿�ŗȥn˙͔ˍˤ˦Á¡˙ˠ˧ˈ̃ˊǄˏǄˏ˨˙

ˠʩ˨˭̢̗͍̩̔̅ẁģ˞ˊ˨˛́]ˏ˧ˈ́˕˨˧ˈ́ʾ 

 

ʼ ȼơʩƂ˭Ə}˫ˌˉ˦͔ļʚ˗̂˦ˏˠʦƂʩˮ͔Çʞ˫ˮ͔Ģʿ˭ÇǄƢ̅ẁåˑʩʫ

˭˵˨̆˩˧ˈ́ʾʙ˿̂ˠʩʫ˙ˍɌÊ˙˪ˉ˭˧ˮ˪ˑ͔ȁǼ˫ˀʩ˞˭˻˭ˁ˳˭Ɵě̅�˓

˗˝́˕˨ˎǗǒ˧ˈ́˨˨˻˫͔˞̂ˎ̷̙͍̪̝̖̋͐͏̨͍̊̚˭>̀y˫ǲˤœƝ˧˻ˈ́ʾ 

�Ǉcā͒2019͓ˮ͔øǹÉ̫͉̪͋͏̝̿̊˭Ł�˙ˠ Universal Design˭ɜoǁ˨̙͍̪̋͏̍

̨̛͍̓̍͐ͅ˫ˮɃ�ĕˎˈ́˨ɶ˴́ʾUniversal Design˭ɜoǁˮ@îĕ͔Ŵɬĕ͔Ǻȃ˧

ˈ́˕˨͔ǘɄĕ͔̝̽̅ÍÊ˛́˕˨͔ɪ&˫Ï˙ɿɠȮ˧ˮ˪ˉ˕˨Ƕ˧ˈ́ʾ�Ŗ˭ʩƂōȠ
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˭³ˑˮ͔3ʿ�˭ʩƂǒȢY͏ǝɝ˫ã~˗̂́ʾˤ˷͔̀Ƌˎˊ˷ˉ͔Ƃ�ˎþ˓͖́�˓͔́

Ƃɞˎɗ˺́˪˩ʾ˕̂˫Ï˙͔�Ǉˮ˄ŕġ˭ʩƂ̛͇̥͒̔̔ʩƂʽ�ƀʩƂʽ"ȋʩƂǶ˛˴

˦̅�˹͓˭Gǀ̅§ǖ˨˝˜ʽ¿˩˻ˠˢˎǺȃ˧ǘɄY˫Ì˹Ȧ˿˭ʩƂʽ·Ō˫Ï˙˦Í

Ê˧ɪ&˫ɠİ̅ˍ˓˪ˉʩƂ̅X(˛́˕˨ˎʩƂōȠ˭ Universal Design ˭ľǰ˫Ȕˎ́˅

͒�Ǉ 2019 p.78͓˨�ü˛́ʾ 

VǷ˫ˌˉ˦͔�ĀƂɞˎɆʉ˭Ȧǈ˗̅İ0˛́˕˨˫ˤˉ˦ɛ˚ˠˎ͔˕˭˕˨˫ˤˉ˦ˮ

̰̩͋͐͏̋̎͐̐͐͒Walker 1976 p.28 ǵțɍ͓˭�ü˫˻ɻ˜́ʾ 

 

˕˭Ãșˮ͔Ȉȕb˼Ɇʉ˨ˉˣˠįɟǒ˪oǁ̅ǁɆ˛́Ɖ!˨˙˦͔˷ˠˮʩƂǒ̧͈͇̊

̛͔͐˻˙ˑˮ³ˑ˭Ǆĉ˭ʩƂǒȉʶ˭�ɧ˫ˤ˓ɲ˹ʏˍ˿˭Ɇŉ˨˙˦Ⱦ́˴ˏ˧ˈ́ʾ   

 

ŕġ˭ʩƂ̅VŁ˨˙ˠȶǀƢ]ˮ͔ɗɞY˼ɊɞY˪˩˭ʷõ˪̝͉̒˭șċ͏șƸˎV

Ł˨˗͔̂3ʿ�˭ʩƂǒȢY˫˾ˣ˦Ƣ]EÊ˭̧͈̔̏̉ˎã~˗̂́ʾ˕̂ˮWalker˭ɶ˴

́˄ʩƂơ̧͈͇̌̊͐˅t˱˄ʩƂǒȉʶ˭�ɧ˅˫˾́˻˭˧ˈ́ʾ˕̂˫Ï˙˦͔�ĀƂɞ̅Ƣ

ǆ˙ˠƢ]ˮ͔˞ˊˉˣˠ̝͉̒̅ȽƖ˝˜Ǻȃ˧ˈ͔̀ǘɄǒ˫˧ˏ͔˷ˠ˞˭ȊŰ˨˙˦·Ō

˛́˨ˉˊĜɁˮèȲb˗̂́˨Țˋ˿̂́ʾ 

ʼ ˕˭Ƴ̅ɩ˷ˋ˦͔ƊǷ˧ˮ̵̡͔̮͇̉͐̅̕�ĀƂɞ˨˙˦ǆˉ́ˠ˺˫͔ŕÁ˭̵̡̮͇̉̕

͐˭�ʱƳ̅ǥ˙͔C&ǒ˪Ƣ]̷͇͍˫ˤˉ˦Łǥ˛́ʾ 

 

�ʼ �ĀƂɞ˨˙˦˭̵̡̮͇̉͐̕ 

�.1 ̵̡̮͇̉͐̅̕ƒɯ˛́ 

ȼơʩƂ˫ˌ˓́ɊɞƝˮ͔ȿÅǒ˧ˈ́ˎ˽ˋ˫ʩƂȶǀ˫ʖ˛́Ɋɶˮ˧ˏ́ˎ͔ʩǂ

«̅Ɋɶ˛́˕˨ˮǗǒ˨˙˦ˉ˪ˉʾ˕ˊ˙ˠȡşˎˈ̀˪ˎ˿˻ 20�Ǿ̵͇͍̝˭(šÉ͈͎̏

̉̍͏̛͍̿̈ˮ͔˄ʸ˭ʹˏ°˅˨ˉˊʩǂ«˭�ʆ˭Ƚȃ̅įK˙͔˞̂̅ʩƂȶǀ˳˨Ȕ˔́˕

˨̅ɐ˸ˠʾ̛͍̿̈˭Ɋɞˮ͔Ľɞ˙ˠ˗˷˘˷˪ǭʲ˭ʸ˭°ˍ˿ÕˏK˝́ŔĆ͔͈̞͔̾ʩ

Ȫ̅�Ȑɞ�˫ä˸˫ǫ˙ţˋˠ˻˭˧ˈ́ʾ˕˭ġŰˮ˂ʸ˭̢̐͋̕˃˼˂ǌ�˭ʸˠˢ˃˨ˉ

ˣˠ(�˭
˫ȶ̂˦ˉ̵͈̝́͒̉̕ 1984 p.142͓ʾ 

ʸɦ˓ˉ¿ˮ͔ĊŮȴ̄̂˦ˉˠʩ˭ǡǰˮ̛͔͍̿̈˭Ľɞ˨�˚Ƚʮ˧͔3P˭ʩ̅ǡǰ

Ïɟ˨˙˦̴̷̥̥̔̈˙˦³ˍˣˠ˨�ü˛́ʾ˞̂˫Ï˙̷͔̙͍̪̝̖̋͐ǡǰ˫ˌ˓́Țˋ

œ˧ˮ͔�˚©˫ˌˉ˦ƺÅ˭ʩ˨˞̂�²˭ʩˎA˫ʹˣ˦ˉ́˨ˉˊʖ.ĕ̅ĺˋ́ˠ˺˫

ʩʳş?&̅ǡǰÏɟ˨˙˦ˉ́˨ɶ˴́͒ʸɦ 1997 pp.107-110͓ʾ 

˕˕˧ʊȽ˨˪́˭ˎ̵̡̮͇̉͐̕˧ˈ́ʾ̷̙͍̪̝̖̋͐ǡǰ˧ˮ˄ˈ́ƻƛ˭©˧͔ʩ˨ʩ

ˎ͒ˈ́ˉˮʩ˨�ˎ͓Ǚ�˫Ăʫ˼±b̅�ˋ�ˣ˦ˉˑƅĝ̅Ǥɓ˛́˅͒�� p.279͓˕˨ˎ

ʊȽ˧ˈ́ʾ˞̂˽ˋ˫̵̡̮͇̉͐̕ˮ͔˕˭Ǥɓ(ƀ˭̷̟̝͋˫ˌˉ˦͔ƅʿ˪ʮ¦˭Ðʓ

Éʕ˧˭Ǚ�ǁɆ̅ǅ˹ˠ˺˭̦͉͐˨˙˦ĺˋ˿̂˦ˉ́ʾ̵̡̮͇̉͐̕˭*˨˙˦͔£Ā�˫

ˌ˓́ǶʷȐ˫Ȗˏłˋˠ˄Ƕʩ £�˅ˮ͔ʩ˭ýõ̅£��˫ʈȖ˛́˕˨˧͔ʩ˭ʥ͖ʵˎ
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�Ǘ˧̄ˍ́˾ˊ˪Ƅ�˨˪ˣ˦ˉ́ʾ̵̛̌͐̇͐͒2006 p.280͓ˮ͔˕˭£�˭
˧Ɋ˗̂́Ȑ˫

ˤˉ˦˄…ʵʩĀ˭'Ǒˈ́ˉˮ'g˨ˉˊĶǥ5˭î¤5˭Ƕ,˪˻˭̅Ȑ˧Ȋ˱͔ˈˠˍ˻

ɄÎțˎəŶ£˭�Ǳ˫ˉ́ˎ˖˨ˑĬĂ˗̂́˅˨ɖř˙˦ˉ́ʾ˄ʩ˭͎͍̩̊̌£� sound 

event map˅˧ˮ͔ʩ˭Lç͏ʰõ˪˩ˎəŶ˧ˏ́ʾ˩˭˾ˊ˪ƻƛ�˧˻�ƅ˫ʩˎʹ́˨ˮʙ

˿˜͔Şʕ˫˾ˣ˦±b˛́ʾȹ̅ɵ˝˯͔˕˭�ȶˮ͔©Ĥ˨Şʕ̅ʙÅ˛́˕˨˧͔ŖP˭ƒ

ɯ̅ȴˊ˕˨˻|Ȣ˧ˈ́ʾ 

˕̂˿˭�ȶ˫Aɻ˛́˭ˮ͔�Ǳˍ˿˭ˀ2ǜǒ˪̷̙͍̪̝̖̋͐ˁ˨ˉˊƳ˧ˈ́ʾŕÁ˭

£Ā�˼̷̼̥˫ʩʫĘ¨̅çȖ˗˝˦ˉˑ˕˨˧͔�ȶˮƄġ˗̂˦ˉ́ʾ˷ˠÇʞ˫ʩ̅Ȟw

˙̨̢͔͐b˛́˨ˉˊě�˧͔�ʿ˭ʩʫ&ʶˎǄˍ˗̂˦ˉ́ʾ˙ˍ˙˕̂˿˭�ȶˮ͔ˀȞw

˭ɽȍǒ&ʶˁ˧ˮ˪ˑ͔ˀƳʿ˨˙ˠȞw&ʶ˭ʠǯˁ˨ˉˣˠlɟˎýˉʾ 

ˀƳʿ˨˙ˠȞw&ʶ˭ʠǯˁˮ͔ˠ˙ˍ˫˄ʆL˅ˍ˿˄?&˅̅ĺˋ˾ˊ˨˛̷̙͍̪̝̖́̋͐

ǡǰǒ˫͔\ƿˎȩˉˍ˻ǝ̂˪ˉʾ˙ˍ˙˪ˎ˿͔�ȶ˭(ġ˫Ņ̄ˣ˦ˉ́�˭ˊˢ͔*ˋ˯

Ȟwț Aˮ͔˞˭ʩǂ«̅˩̂ˡ˓Ȧ˿˭Ȝ˧͔ɪ&˧&ʶ˙ˠ˭ˡ̃ˊˍʾ&ʶ²˭Ę¨ˮ͔

Äġ˗̂ˠ£��˧˙ˍȞwț AˮīŃ˧ˏ˪ˉʾ̵̛̌͐̇͐͒2006 p.281͓ˮɶ˴́ʾ 

 

…̷̙͍̪̝̖̋͐˫ʖ˛́ʙ͔̀ʩ˭˪ˉĬĂ�ˮ˻˨˻˨�fL˪˭ˡʾoUˮë˫˄ȝˑ˕

˨ˎ˧ˏ˪˓̂˯ǎˋ˅˧ˈ́ʾ 

 

˕˭Ƴˍ˿Țˋ˿̂́˭ˮ͔�ʿ˭ˀȞw˭ɽȍǒ&ʶˁ̅ŀH˛́ȶɊƝˮ͔̙͍̪̝̖̋͐

̷ǡǰ˫ˌ˓́ȶɊƝ˭ȚÎ˭ǸǍ˫�˷̂˪ˉ˭ˍ͔˨ˉˊ˕˨˧ˈ́ʾ̵̛̌͐̇͐˭ɇt̅

VŁ˨˙˦Țˋˠ˨ˏ͔ʩ˭˪ˉĬĂ�ˎ�fL˪˻˭˧ˈ́��͔��˫ǵțˎŁŹ˛̡̮́̕

̵͇̉͐˨˙˦˭�ĀƂɞ˻ȊŰǒ˫�fL˧ˈ́ʾ 

ŬŮ˭ŏȣ˫ˌ˓́�ĀƂɞ˨ŬǮ˫ˌ˓́�ĀƂɞ˭Ǚʁˮ͔Ƣ]̷̟̝͋˫ˌ˓́ǆˉ˿

̂œ˧ˈ́ʾVțˮ(šț˫˾̀Ƃɞˎ(˿͔̂Ʈ¹țˎɆʉ˙Ʈ¹˛́͒˻˙ˑˮƮ¹țȦɪˎ

(šț˨˪̀±̄́˕˨˻ˈ̀ˊ͓́˨ˉˊ̵͔̱̼͍̝̎͐˷˧˭̷̟̝͋˫ƒʊ̅Ȗˉ˦ˉ́ʾÏ˙

˦͔ćț˧ˮ͔Ƣ]̅ȴˊ����ˎ͔Ȟˏ͔Ɋ˙͔X́˨ˉˊƅʿ˪ȴƴ̅ưƭb˛́ˠ˺˫ǆ

ˉ˿̂́ʾƢ]̅�Ħ˫İˊ˕˨˫˾͔̀˾̀3�˭XɼĕˎƢĕb˛́˕˨˫˻Ȕˎ́ʾ 

�ĀƂɞ˨˙˦˭̵̡̮͇̉͐̅̕ǆˉˠƢ]˭ĦʭˮƊ˭ɻ̀˧ˈ́ʾ 

 

1) ̙͍̪̋͏̨̛̖͍̍̓͐ͅ˭̙̙̞̍̔̊˭�ˤ˧ˈ͔̙͍̪́̋͏͖͈̝̬͍̋̎͐̔̕͏̋̎
͐̔̅ȴˊʾ 

2) ǐ˭ǆȂ˫͔͓͗˧˭Ƣ]˧Ȟˉˠʩ˭Āĝ˼lɟ̩̝̅͊͐˙̵̡͔̮͇̉͐̕˨˙˦˭�
ĀƂɞ̅R(˙˦ˉˑʾ 

3) R(˙ˠ�ĀƂɞ̅ǆˉ˦Ʈ¹˛́ 

 

1)ˮ͔	ț˨˻͔Ǝˏ˪ˎ˿��˭ʩ̅ľȄ˛́Ƣ]˧ˈ́ʾ̙͍̪̋͏̋̎͐̔ˮ̪̑̊˨˪́�
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ˎ�V˫Ǝˑ͉̩͐˼ɷʝț˫Ȟˍ˝ˠˉʩˎƗ˺˿̂˦ˉ́ʾ˷ˠ͔˕̂˿˭Ƣ]͍̜̅̈͊˙

ˠ̙͍̪̋͏͈̝̬͍̅̕ȴˊ˕˨˻˧ˏ́ʾ˕̂ˮ͔ˈ́©Ĥ˫ǲˢƌ˷͔̀ŎLʕ��˭ʩʫ̅Ȟˑ

Ƣ]˧ˈ́ʾ�ĀƂɞ˨˙˦˭̵̡̮͇̉͐̕˫ʖ̄́Ƣ]˧ˮ͔Ƣ]ț˭ˀȞw˭ɽȍǒ&ʶˁ̅

ʊɀ˛́ʾ2)ˮ͔Ȟw&ʶ̅Ȃ˭�˫ȯ˨˙ɲ̆˧ˉˑƢ]˧ˈ́ʾ˕˕˧�ĀƂɞ̅Ľǆ˙˦ˉ

́˭ˮ͔˄Ƕʩ £�˅˼˄ʩ˭͎͍̩̊̌£�˅˭˾ˊ˫ǪÃǒ˷ˠˮpË˫(ġ˛́˭˧ˮ˪ˑ͔

˾̀ǺŚǒ˪Ā˧ʩǂ«˭ɜȽȃ̅Ɋʎ˛́ɐ˸˧ˈ́ʾ˕˕˧˭Rǿˮ͔Ȟw&ʶ˫ǈŮ˛́

�ų˫ʙ́˕˨˭˸˧ˈ͔̀Ţù˫ʖ˙˦ˮ˪ˉʾ̩̝͔͊͐˛˪̄ˢ˄ɳ́˅ȴƴˮ͔&ʶ̅Ěɤ˛

́˕˨˧ˈ́˨ɇˉłˋ́˕˨ˎ˧ˏ́ʾʩʫ&ʶ̅ĸ̀ɵ͔̀Ȃ˭�˳˨H˙˦ˉˑɿǬˮ͔ɪ˭�

̀˭ʩʫ̅Gɓɝ˛́˕˨˫ˤ˪ˎ́ʾ˄˩˭ʩ̅Ɛ˙͔˩˭ʩ̅ð˺͔˩˭ʩ̅¬˼˙ˠˉ˭ˍ͝

˕̂ˎ̄ˍ̂˯͔ɸÚ˪ʩ˼ǣ®ǒ˪ʩ˭ƍ&˻ˮˣˏ̀˙˦ˑ́˙͔˞̂˿̅ļʚ˙˪˓̂˯˪˿

˪ˉǁǈ˻ř˿ˍ˫˪̃ˊ˅̵̛͒̌͐̇͐ 2006 p.25͓˨ˉˊ̷̙͍̪̝̖̋͐͏̨͍̊̚˭ˠ˺˭Õ

>˨˙˦͔3ʿ�ˎ��˭̷̙͍̪̝̖̋͐˫ˤˉ˦Țˋ̅Ƨ˺́ºƉ˨˻˪̀ˊ́ʾ3)ˮ͔̙͍̋

̪͏̨̛̖͍̍̓͐ͅ˭ 100˭ɘʱ̅Lʲ˙ˠˊˢ˭˄ʩ˥ˑ̀˫ʖ˛́ɘʱ˅˫ÿ˦ˮ˺́˕˨ˎ˧

ˏ́ʾ̵̛̌͐̇͐͒2006 p.281ˮɶ˴́ʾ 

 

…�ȶˮ̲͍̩̅�ˋ˦ˑ̂́˫˛ː˪ˉʾˡˎ͔˞̂ˎˠ˲̆ʩ˭ɀɁb˫Ūą˧ˏ́˕˨˭

˛˴˦˪˭ˡʾ˛˪̄ˢ×˙˭Ħˎˍ̀ˎċ˿̂ˠ˿͔ˈ˨ˮȜˎ˞˭ƼȦ˭˼̀œ˧˞̂̅ɷ

Ɩ˛́˭ˡʾ 

 

Ȟw&ʶ˭ć˫(˿̂ˠ�ĀƂɞˎ̵̛͔̌͐̇͐˭ˉˊ˄Ħˎˍ̀˅˨˪͔̀˞̂̅˻ˢˉ˦ʩ

ʫ̅(̀�˔́(ƀˎ˄ƼȦ˭˼̀œ˅˨ɇˉłˋ́˕˨ˎ˧ˏ́ʾ˞˙˦(ġ˙ˠ�ĀƂɞ̅ǆˉ

˦͔ȶǀ˗̂́ʩʫˮ͔˷ˠ��˭ʩǂ«˳˨Ɇ˓êˣ˦ˉˑʾ 

ĊŮ˭̵̡̮͇̉͐̕˨˭ƒɯ̅ɩ˷ˋˠ�˧͔�ĀƂɞ˨˙˦˭̵̡̮͇̉͐̕ˎ̙͍̪̝̖̋͐

̷ǡǰ˫�˛́˨Țˋ˿̂́�ųˮ͔Ȟw−Ɋɶ−Xɼ˭ɽȍǒƢ]ˎ|Ȣ˫˪́Ƴ˧ˈ́ʾ˛˪

̄ˢ˄Ƕʩ £�˅˼˄ʩ˭͎͍̩̊̌£�˅˭˾ˊ˫͔�ȶ˨˙˦Äġ˗˝́˕˨˧ˮ˪ˑ͔Xɼȴƴ

˭ˏˣˍ˓˨˪́ʾ˞̂ˮɇˉłˋ̂˯͔Ƴʿ˨˙ˠȞw˭ʠǯ˧ˮ˪ˑ͔Ȟw˭ɽȍǒ&ʶ˧ˈ

́ʾƊʬ˧ˮʩƂōȠ˧˭̵̡̮͇̉͐̕˭ăW˫ˤˉ˦Ɋɶ˛́ʾ 

 

�.2 �ĀƂɞ˨˙˦˭̵̡̮͇̉͐̕˭ʩƂōȠ˳˭Õ> 

ʼ ʩƂōȠ˫ˌˉ˦͔̙͍̪̋͏̨̛̖͍̍̓͐ͅ˨�ȶ̅Ȉ˸�̄˝ˠƢ]*ˮ×˪ˑ˪ˉʾǴ�

˫̵̛̌͐̇͐˭ɘʱʠ̵̛͒̌͐̇͐ 1992 p.65͓˫˻Ɗ˭˾ˊ˪Ƣ]ˎǥ˗̂˦ˉ́ʾ 

 

Ɗ˭Ā˼Ƅɼ˫�ˣˠʩ̅ľ˙˦˸˾ˊ――3 

ʩˎ�ˑ˪ˣˠ͔̀�Ʌ˫˪ˣˠ̀˛́˕˨ˎˈ́˭ˡ̃ˊˍ͝ÃǄ˭̷͉͐̕˫̷̧͐˫ʎʩ˙

ˠˉ̃ˉ̃˪ʩ̅ȝˍ˝ˠ˨ˏ͔?ˑʁˊ�ˤ˭ʩˎ˩ˢ˿˻�ˉ˨˗̂ˠ˕˨ˎˈˣˠʾ˰˨ˤˮ

��������������������������������������������������������
3 8C;@��Q+")IQ?H��>��1:"H�JL�$��#� 
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ō!˭ʐ˭ʩ͔˻ˊ˰˨ˤˮǱə˭ʩˡˣˠʾ˞̂˟̂¼ˏ˪ʩ̅ʄ̆˧͔ɑ˙�ˣ˦˸˾ˊʾ 

 

�Ɋ˭*ˮɀɁ˭lɟ̅ʩ˳˨±b˗˝́ɘʱ˧ˈ́ˎ͔ɘʱ[43]˧ˮ͔ʩˎ˩˭˾ˊ˪Ā˫˪

́ˍ͔[44]˧ˮȞ˕ˋˠʩˎ˩˭˾ˊ˪Ȫ̅˙˦ˉ́ˍ͔˨ˉˣˠʩˍ˿ɀɁ˳˭̷̤̈͋͐˻ˈ́ʾ 

ʼ �E²˭�*˨˙˦͔̝̩͇͈͔̬̏͐̈̓͐͏̙̝̋͏͉̞̋̌͐à͒NSW͓˭@ù̙̩̊˫ˮ͔̝

̧̜͙͐˭ÃǄ͒ÖÃ͚͏6 ïǄǙÿ͓̅Ïɟ˨˛́Ãș̷̙͍͉˨˙˦ůï̜̈�˭ʩƂ˼͔˞

˕˧˭°͔Ƃ�͔ǂ«ʩ̅Ȟˏ͔�ĀƂɞ̅(ġ˛̷͇́͋̾̕ˎˈ́ʾ˷ˠŖŬ˫ˌˉ˦ˮŜʋ

¢ŨˎÖÃǄ̅Ïɟ˫ȴˣˠĻƀÇɨ˄ʩ£�̅(̃ˊ˅͒1993 pp.125-130͓ˎˈ́ʾÃǄˮ˷˜

ŷȨE˧Ȟˉˠʩ̅ŷȨ˭ǐ£�˫Ɋ>˛́ʾ˞̂˿˭ʩ̮̼̩̹̅̏˫Ȗˏłˋ́ʾƊ˫Ȗˏ

łˋ˿̂ˠɇȰ˭ȶĘ˫�̄˝ˠȐ˼Ā͔Ƈƅ̨͍̅̊̚˛́ʾ˞˭ʩ̅˛˒˫ĔˉK˝́˾ˊ

˫�ĀƂɞ̅(͔̀°˫K˙˦ȶǀ˙˪ˎ˿(�˨˙˦˷˨˺́˨ˉˊ˻˭˧ˈ́ʾ˕˭Çɨ˧ˮ�

ĀƂɞ˨˙˦Ɋʎ˛́˷˧˭̷̟̝͋˧͔˞˭ć˭Ʈ¹˭ˠ˺˭¿˩˻ˠˢ˭AɻǁɆ˨͉͉͐

ˎɋÅ˗̂˦ˉ́ʾ˕˭˕˨ˍ˿Țˋ˿̂́ˎ͔Ą˭�ĀƂɞ˭Ƣǆˮ͔̭̼̋ɞˎˮ˚˺Ƌ̅Ɋ

Ġ˛́ˠ˺˭Ȼ[˨˙˦ǆˉ˿̂́˾ˊ˫˪ˣˠ˭˨�ƅ˫͔GǀǒăW˭ĶƆˎʷˉ˨ˉˊ˕˨˧

ˈ́ʾˤ˷͔̀ȿǸǒ˧ˈ͔̀�Ȑɞ˭ăW˨Ǚʁ˪ˉʾ 

�ĀƂɞ˨˙˦˭̵̡̮͇̉͐̕ˮ͔�ȶˎÄġ˛́Vć˭̷̟̝͋˫ˌˉ˦Ŧǆ˧ˈ́ʾ̛̌

̵͐̇͐˭dL˫4ˊ˪˿͔ƂɞˎɊ˗̷̟̝̂́͋ˮɊɶǒ˧ˈ́ˎ͔ʩƂȶǀˮpË˫ȿǸ

ǒ˧ˈ́˨ˮɇˉʣˉʾ*ˋ˯͔ǵțˎr�ɄÎ˙˦ˉˠûVµÃōȠÃʆʘÜÖÃŷˌ˾˱


Ãŷ˧Ȍȍǒ˫ȴ̄̂˦ˉ́Çɨ˧ˮ͔(˿̂ˠ�ȶ̅ÿ�ˎƮ¹˛́˭˧ˮ˪ˑ͔P˭Ǆĉ

ˎƮ¹˛́ˠ˺͔˞˭©ʙ̀˭ȿǸˮ(˿̂́ˎ͔Ȍȍĕˮ˪ˉʾ˕˭Çɨ˧͔¿˩˻ˠˢˮ˷˜

̙͍̪̋͏̋̎͐̔˫˾͔̀ɪɴ˪ʩǂ«˫Ȝ̅8˓́ʾ˕˭&ʶ̅§ǖ˨˙˦͔Ɗ˫͔Ą˿ˎẁȈ

˹˭ˮ͔�ĀƂɞ˭(ġ˧ˈ́ʾ˕˕˧͔ōéˎ¿˩˻ˠˢ˫ǥ�˛́ʊȽ˪Ƴˮ͔ʩ˭&ʶ̅�

ĀƂɞ˫˛́ʞ͔ʩʫ&̅C&ǒ˫ŀˍ˪ˉ˕˨͔*ˋ˯͔ʸ˭˗ˋ˜̀̅ȶɊ˛́ʞ͔ʸ˞˭˻

˭̅ŀˍ˪ˉ˕˨͔˧ˈ́ʾ¿˩˻ˠˢˮ͔Ȧ˿ȝˉˠʩ̵͔͈͇̅̐̉͐̕˭˾ˊ˫Ȧǈ˫ŀˉ˦ˉ

ˑ͒�Ǉ 2019͓ʾ˕˭Çɨ˭˭ˢ͔Ą˿ˮ�ĀƂɞ̅Ȧǈ˫Ɇʉ˙͔°ˈ́ˉˮɪɴ˪ȃŭ˫˾̀

Ʈ¹˳˨ˤ˪˔˦ˉˑʾ˕˭ě�˧̷͔̙͍̪̝̖̋͐˭lɟ̅§ǖ˨˙˦(ġ˗̂ˠ̵̡̮͇̉̕

͐̅�ĀƂɞ˨˙˦ǆˉ́˕˨˧͔ǂ«ʩ̅ȃŭ˨˙ˤˤ˻͔Gǀĕ˫Ĳ˿˪ˉX(Ƣ]˫ˌ˓́

̷̟̝͋̅Fƭb˗˝́˕˨ˎ|Ȣ˫˪́ʾ 

 

�ʼ Ȋɛ 

˄̷̙͍̪̝̖̋͐ˮ͔Ⱦ˿̂ˠ
‘ ‘ ‘ ‘

˻˭˧ˮ˪ˑ͔Ȟˍ̂ˠ
‘ ‘ ‘ ‘

�ɟ˫˾ˣ˦Ƅġ˗̂́˅̵̛͒̌͐̇  ͐
2006 p.33͓ʾ˞̂ŋ˫͔Çʞ˫Ȟˑ˕˨��˫̷̙͍̪̝̖̋͐ǡǰ˫ă˫ǲˤ˕˨ˮ˪ˉʾɊ˗̂

ˠ˻˭ˮʩˎK˪ˉˎ͔Ⱦ́�˭Ȝ̅ʔˏTƱ˛́˭˫ăǲ˦˯ȩˉ̵̛͒̌͐̇͐ 2006͓ʾ 

ǀ�ʩƂ˭ŏȣ˫ˌˉ˦ǆˉ˿̂́Ɖ!ˎ×˪ˑ˪ˣˠ�ĀƂɞˮ͔ŬŮǒŏȣˍ˿M̀ʢ˙͔
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